
　県南菓子工業組合に加盟する市内４店舗の和菓子職人が、「野球のまち阿南」の活性化に一役買おうと、
腕によりをかけて作り上げた饅頭「球

きゅう

」が完成。10月１日から発売されます。外皮のミルキーな味わいと、
あんずの爽やかな酸味が持ち味。阿南でしか味わえない “ 食べるボール ” で直球勝負！ぜひご賞味ください。
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自主
財
源
　
194億

4,791万
円（
55.7％）

依
存
財
源
　
15
4億
8,7

31
万円（

44.3％）

市税
158億2,152万円
（45.3％）

歳入合計
349億3,522万円
（100％）

交通安全対策特別交付金
1,065万円（0.0％）

国有提供施設等所在市町村助成交付金
116万円（0.0％）

配当割交付金
2,175万円（0.1％）
ゴルフ場利用税交付金
3,150万円（0.1％）
利子割交付金
4,791万円（0.1％）
株式等譲渡所得割交付金
5,465万円（0.2％）
自動車取得税交付金
5,915万円（0.2％）
地方特例交付金
1億1,241万円（0.3％）
地方譲与税
3億6,626万円（1.1％）
地方消費税交付金
6億6,622万円（1.9％）
県支出金
16億5,600万円（4.7％）
地方交付税
35億4,325万円（10.1％）
市債
40億6,330万円（11.6％）
国庫支出金　
48億5,310万円（13.9％）

２．収入の概況

寄附金　1,650万円（0.0％）
繰入金　1億90万円（0.3％）

財産収入　1億5,001万円（0.4％）
分担金及び負担金　4億3,936万円（1.3％）
使用料及び手数料　4億8,105万円（1.4％）

諸収入　11億790万円（3.2％）
繰越金　13億3,067万円（3.8％）

市税総額
158億2,152万円
（100％）

市民税
56億9,360万円
（36.0％）

償却資産
51億1,964万円

（32.4％）

３．市税の内訳

鉱産税
9万円（0.0％）
軽自動車税

1億8,172万円
（1.2％）

市町村たばこ税
4億3,202万円

（2.7％）
法人

27億7,923万円
（17.6％）

家屋
24億7,152万円

（15.6％）

土地
18億8,894万円

（11.9％）

交付金
3,399万円
（0.2％）

個人
29億1,437万円

（18.4％）

固定資産税
95億1,409万円
（60.1％）

１．決算収支の概況
歳　入　総　額　　　　　A 349億3,522万円

歳　出　総　額　　　　　B 332億4,585万円

歳入歳出差引額（A－B）	 C 　16億8,937万円

翌年度へ繰り越すべき財源D 　　2億1,643万円

実　質　収　支（C－D） 　14億7,294万円

平成22年度決算概況と
平成23年度財政事情のあらまし

財
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っ
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第
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づ
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、
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災害復旧費 8,505万円（0.2％） 

▼

目
的
別
（
行
政
目
的
別
に
分
類
し
た
も
の
）

労働費 1億4,165万円（0.4％） 
議会費 2億6,093万円（0.8％） 
商工費 4億1,959万円（1.3％） 
農林水産業費 6億6,043万円（2.0％） 
消防費 10億8,843万円（3.3％） 

土木費 26億3,980万円（7.9％） 

総務費 34億837万円（10.2％） 

公債費 37億6,260万円（11.3％） 

教育費 38億4,785万円（11.6％） 

衛生費 41億7,795万円（12.6％） 

諸支出金 42億4,558万円（12.8％） 

民生費 85億762万円（25.6％） 

▼
性
質
別
（
経
済
的
性
質
を
基
準
に
分
類
し
た
も
の
）

維持補修費 2億2,069万円（0.7％） 
貸付金 8億8,000万円（2.6％） 
積立金 19億8,536万円（6.0％） 

繰出金 22億993万円（6.6％） 

補助費等 22億4.775万円（6.8％） 

物件費 44億7,862万円（13.5％）

※
投資的経費 49億3,652万円（14.8％） 

※
義務的経費
162億8,698万円

（49.0％）

公債費 
37億6,260万円

（11.3％） 

扶助費 
49億2,730万円

（14.8％） 

人件費 
75億9,708万円

（22.9％） 

４．歳出の概況
歳出合計　332億4,585万円

※投資的経費とは…ほとんどが公共事業にあたる「普通建設事業費」で施設整
備等に支出されます。次年度以降も支出の効果がある経費
です。

※義務的経費とは…職員の給与などの「人件費」や生活保護などの「扶助費」、
地方債の元利償還費である「公債費」などで、支出が義務
付けられている経費です。

８．市債現在高の状況

一般会計市債現在高
（平成22年度末） 311億2,542万円

市 民 1 人 当 た り の
市 債 の 残 高 401,111円

９．行政財産の状況
（平成23年３月31日現在）　

土　　　 地 1,877,105㎡

建物延面積合計
393,360㎡

木造建物
（延面積） 9,355㎡

非木造建物
（延面積） 384,005㎡

※１　財政調整基金………年度間の財源の不均衡を調整するための基金。
※２　減債基金……………公債費の償還を計画的に行うために設けられる基金。
※３　特定目的基金………特定の目的のために設けられる基金。
※４　定額資金運用基金…特定の目的のために定額の資金を運用するため設置

された基金。

６．市税負担の概況

市税総額
158億2,152万円

〔市民１人当たり〕

203,891円

〔１世帯当たり〕

540,426円

７．行政経費支出の概況

歳出総額
332億4,585万円

〔市民１人当たり〕

428,437円

〔１世帯当たり〕

1,135,601円

人口77,598人　世帯数29,276世帯（平成23年3月31日現在）

0 10 20 30 40 50 60

　定額資金運用基金現在高

　特定目的基金現在高

　減債基金現在高

　財政調整基金現在高

0 10億 20億 30億 40億 50億 60億 70億 80億 90億 100億 110億 120億

　※４定額資金運用基金 4億6,730万円

　※３特定目的基金 91億9,389万円

　※２減債基金 34億9,715万円

　※１財政調整基金 118億1,046万円

10．基金の状況
（平成23年５月31日現在高）　

５．投資的経費の内訳

総額
49億3,652万円
（100％）

土木費
19億6,963万円
（39.9％）

教育費
11億9,390万円
（24.2％）

衛生費
9億8,592万円
（20.0％）

商工費 
1億339万円（2.1％）

消防費 9,810万円（2.0％）
災害復旧費 
8,505万円（1.7％）
民生費 4,300万円（0.9％）
労働費 399万円（0.1％）

総務費 
2億1,547万円
（4.3％）

農林水産業費
2億3,807万円
（4.8％）
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平成23年度　一般会計予算の執行状況
平成23年８月31日現在

歳　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　出
区　　　　　分 予　算　額 収 入 済 額 区　　　　　分 予　算　額 支 出 済 額

市 税 138億2,300万円 82億4,389万円 議 会 費 3億6,676万円 1億9,426万円
地 方 譲 与 税 3億3,000万円 8,512万円 総 務 費 34億159万円 10億9,791万円
利 子 割 交 付 金 3,500万円 2,148万円 民 生 費 89億1,271万円 35億2,937万円
配 当 割 交 付 金 1,300万円 1,330万円 衛 生 費 36億9,620万円 9億4,607万円
株式等譲渡所得割交付金 600万円 0 労 働 費 1億5,626万円 4,099万円
地 方 消 費 税 交 付 金 6億8,000万円 1億7,749万円 農 林 水 産 業 費 6億5,159万円 1億5,647万円
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 3,100万円 1,168万円 商 工 費 2億9,329万円 1億299万円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 5,300万円 1,391万円 土 木 費 26億6,912万円 5億561万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 116万円 0 消 防 費 11億2,603万円 3億8,407万円
地 方 特 例 交 付 金 1億1,000万円 4,496万円 教 育 費 50億4,074万円 13億3,352万円
地 方 交 付 税 30億円 13億8,548万円 災 害 復 旧 費 1,838万円 615万円
交通安全対策特別交付金 1,050万円 0 公 債 費 36億5,724万円 8,879万円
分 担 金 及 び 負 担 金 4億3,541万円 1億5,505万円 諸 支 出 金 23億7,660万円 11億8,502万円
使 用 料 及 び 手 数 料 4億9,643万円 1億8,358万円 予 備 費 3,000万円 0
国 庫 支 出 金 45億6,751万円 12億3,018万円
県 支 出 金 17億2,493万円 5,343万円
財 産 収 入 916万円 4,588万円
寄 附 金 1万円 124万円
繰 入 金 20億228万円 0
繰 越 金 2億1,643万円 16億8,938万円
諸 収 入 10億679万円 3,932万円
市 債 38億4,490万円 150万円

合　　　　計 323億9,651万円 133億9,687万円 合　　　　計 323億9,651万円 95億7,122万円

特 別 会 計 の 概 況
平成22年度決算（見込）の状況

会　　計　　名
平成23年度予算の執行状況（８月31日現在）

歳　入　額 歳　出　額 差　引　額 歳　入　額 歳　出　額 差　引　額
3,153万円 5,042万円 △1,889万円 住宅新築資金等貸付事業特別会計 397万円 1,927万円 △1,530万円

38万円 1万円 37万円 加茂谷財産区運営事業特別会計 36万円 0 36万円
157万円 0 157万円 伊 島 財 産 区 運 営 事 業 特 別 会 計 157万円 0 157万円

79億5,367万円 78億8,812万円 6,555万円 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 22億1,121万円 27億6,698万円 △5億5,577万円
8,768万円 8,448万円 320万円 加 茂 谷 診 療 所 事 業 特 別 会 計 2,466万円 3,120万円 △654万円
1,329万円 1,329万円 0 伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 242万円 530万円 △288万円

304万円 304万円 0 老 人 保 健 特 別 会 計
17億2,623万円 17億2,120万円 503万円 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 6,784万円 1億1,641万円 △4,857万円
72億4,000万円 71億1,314万円 1億2,686万円 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 28億4,260万円 23億5,885万円 4億8,375万円

827万円 514万円 313万円 伊島地区生活排水処理事業特別会計 422万円 86万円 336万円
3億8,723万円 3億8,170万円 553万円 学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 1億3,168万円 1億2,701万円 467万円

204万円 204万円 0 奨 学 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 227万円 60万円 167万円
2,990万円 2,990万円 0 春日野地域下水道事業特別会計 732万円 503万円 229万円

1億206万円 1億206万円 0 羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1,749万円 1,109万円 640万円
1,824万円 1,824万円 0 豊香野地区生活排水処理事業特別会計 84万円 95万円 △11万円

7億2,930万円 7億1,631万円 1,299万円 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億7,486万円 1億4,847万円 2,639万円

※老人保健特別会計は、平成22年度をもって廃止。

水 道 事 業 会 計 の 概 況
会　計　名

平　成　22　年　度　決　算　の　状　況
予　定　額 収　入　額 比率 予　定　額 支　出　額 比率

水道事業会計
収益的収入 14億7,540万円 14億3,140万円 97.0％ 収益的支出 14億5,551万円 15億2,918万円 105.1％
資本的収入 8億780万円 2億8,920万円 35.8％ 資本的支出 24億3,101万円 9億8,395万円 40.5％
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（以下「財政健全化法」）第３条第１項および第22条第１項の
規定に基づき、「健全化判断比率」と、公営企業会計の「資金不足比率」を公表します。

１．健全化判断比率　　いずれの指標も国の定める基準内です。

指　　　　　　標 備　考
早期健全化

基準
財政再生

基準
説　　　　　　　明

実 質 赤 字 比 率 —
△ 7.28%
（黒字）

※１
12.49%

20.00%

　一般会計等の実質赤字の標準財政規模
に対する比率です。
　家計でいうと赤字額が年収に対してど
れぐらい占めているかを示したものです。

連結実質赤字比率 —
△ 15.59%
（黒字）

※１
17.49%

※２
35.00%

　全ての会計の実質赤字の標準財政規模
に対する比率です。
　上記の実質赤字比率を特別会計・公営
企業会計（水道・下水道等）を含めた全
会計に適用したものです。

実 質 公 債 費 比 率 10.9% 25.0% 35.0%

　公債費及び公債費に準じた経費の比重
を示す比率です。
　年間の借金返済額が年収に対してどれ
ぐらい占めているかを示したものです。
市に属する会計だけでなく一部事務組合
等に対する負担も含みます。

将 来 負 担 比 率 —
△ 40.5%

（負担なし）
350.0%

　地方債残高のほか一般会計等が将来負
担すべき実質的な負債を捉えた比率です。
　将来見込まれる負債が年収の何年分に
あたるかを示したものです。一部事務組
合、第三セクター等に対する負担や退職
手当負担なども含みます。

注）指標が「－」と表示されているのは、赤字比率等が負の数値（黒字）となるためです。実際の数値は備考欄に表示しています。
注）指標が１つでも早期健全化基準以上になると財政健全化計画を、財政再生基準以上になると財政再生計画を策定する必要があります。
※１　早期健全化基準は、標準財政規模に応じて変動します。
※２　連結実質赤字比率の財政再生基準については、３年間の経過的な基準が設けられています。

（平成20年度決算分40％、平成21年度決算分40％、平成22年度決算分35％、平成23年度決算分以降30％）

２．資金不足比率　　各公営企業会計において、国の定める基準内です。

特別会計（公営企業会計）の名称 資金不足比率 経営健全化基準 説　　　　　　　明

阿南市水道事業会計 —

20.0%

　公営企業ごとの資金の不足額の事業の
規模に対する比率です。
　公営企業の赤字額（資金不足額）が料
金収入等の規模（事業規模）に対してど
れぐらい占めているかを示したものです。

阿南市公共下水道事業会計 —

阿南市羽ノ浦農業集落排水事業会計 —

注）指標が「－」と表示されているのは、資金不足比率が０もしくは負の数値（黒字）となるためです。
注）資金不足比率が経営健全化基準以上になるとその会計ごとに経営健全化計画を策定する必要があります。

標準財政規模

　地方公共団体の一般財源の標準規模を示すもので、標準税収入額等と普通交付税額、臨時財政対策債発行可能額の合計です。

公営企業会計

　法適用企業に係る特別会計、および法非適用企業に係る特別会計の総称です。阿南市では水道事業、公共下水道事業、羽ノ浦農業集落排
水事業の３会計が該当し、原則として料金収入等により独立採算方式で経営を行うこととされています。

平成22年度決算に基づく
健全化判断比率と資金不足比率を公表します

平成23年（2011年）10月1日〔第639号〕広報5



お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
睡
蓮　
６
鉢

日
開
野
町　

長
澄
茂
生
様
よ
り

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

匿
名
様
か
ら
地
域
福
祉
事
業
活
動

資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

　

第
九
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お

済
み
で
す
か
。

　

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21

年
３
月
31
日
の
間
に
お
い
て
、
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
等
を
受
け
て
い
た
方
（
戦
没
者

等
の
妻
や
父
母
等
）
が
亡
く
な
る
な

ど
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
21
年
４

月
１
日
に
お
い
て
前
記
年
金
給
付
の

受
給
権
者
が
い
な
い
場
合
、
戦
没
者

等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
お
一
人
に

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
内
容　
額
面
24
万
円
の
記
名
国

債
（
６
年
償
還
）

請
求
期
限　
平
成
24
年
４
月
２
日
㈪

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22
−

１
１
１
６
）
へ

徳
島
駅
伝
出
場
選
手
選
考
会

お
よ
び
練
習
会
の
開
催

　

徳
島
駅
伝
出
場
を
め
ざ
し
て
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
の

方
（
男
女
問
い
ま
せ
ん
）

日
程　
10
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
・
９

日
㈰
・
16
日
㈰
・
23
日
㈰
・
30
日
㈰
・

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
・
13
日
㈰
・

19
日
㈯
・
20
日
㈰

集
合
時
間　
土
曜
日
は
午
後
４
時
、

日
曜
日
は
午
前
10
時

※
練
習
は
２
時
間
程
度
を
予
定

場
所　
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
内

陸
上
競
技
場
ほ
か

内
容　
ペ
ー
ス
走
な
ど
を
中
心
と
し

た
持
久
力
を
高
め
る
練
習
や
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
☎
22

−

３
３
９
４
）
へ

阿
南
市
人
権
教
育・啓
発
市
民
講
座

日
時　
10
月
25
日
㈫　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分　

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

講
師　
救
う
会
宮
城
会
長　

安
藤
哲

夫
さ
ん

演
題　
「
震
災
復
興
と
人
権
」

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参
画

課
（
☎
22

−

３
０
９
４
）
ま
た
は
人

権
教
育
課
（
☎
22

−

３
３
９
２
）
へ

　
去
る
９
月
４
日
、
合
併
５
周
年
記
念
式
典
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
来
な
ら
合
併
記
念
日
で
あ
る
３
月
20
日
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
９
日
前
、
３
月
11
日
に

発
生
し
た
、
東
日
本
大
震
災
後
の
国
内
状
況
を
考
慮

し
、
約
半
年
遅
れ
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
つ

の
区
切
り
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
５
年
前
の
３
月
20
日
、
阿
南
市
と
那
賀
川

町
、
羽
ノ
浦
町
が
合
併
し
、
新
阿
南
市
と
し
て
歴
史

的
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
合
併
当
時
、
那

賀
川
町
は
町
制
50
年
、
羽
ノ
浦
町
は
88
年
と
い
う
長

い
歴
史
を
有
し
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
輝
か
し
い
功
績
を
築
い
て
い
ま
し
た
。
両

町
は
国
道
55
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
開
発
に
よ
る
徳
島

県
南
部
の
玄
関
口
と
し
て
、
ま
た
県
下
有
数
の
住
宅

都
市
と
し
て
、
本
県
で
も
数
少
な
い
人
口
増
加
地
帯

で
あ
り
、
若
年
層
の
多
い
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
町
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
、
両
町
と
旧
阿
南
市
が
合
併
し
、

ま
す
ま
す
進
展
す
る
地
域
間
競
争
に
耐
え
う
る
、
足

腰
の
強
い
自
治
体
と
し
て
の
基
礎
固
め
が
で
き
た
も

−
風
を
読
み
攻
め
る
行
政

　
　
優
し
さ
を
備
え
た

強
い
行
政
を
め
ざ
し 

−

の
と
思
い
ま
す
。
合
併
後
は
、
西
日
本
有
数
の

財
政
力
を
背
景
に
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
防

災
拠
点
と
し
て
の
新
庁
舎
建
設
や
、
新
ご
み
処

理
施
設
と
い
っ
た
大
型
事
業
を
進
め
、
学
校
施

設
の
耐
震
化
率
も
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
目
途
が
立

ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
の
先
進
的
な
拡
充
、
第
３

子
以
降
の
幼
稚
園
、保
育
所
に
お
け
る
授
業
料
・

保
育
料
の
無
料
化
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
増

設
な
ど
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
す
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
、
病
気
か
ら
回

復
し
て
い
な
い
子
ど
も
な
ど
の
た
め
の
支
援
策

で
あ
る
病
児
・
病
後
児
保
育
と
い
っ
た
事
業
は

子
育
て
世
代
の
方
に
と
っ
て
、
合
併
が
も
た
ら

し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
大
い
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
阿
南
市
の
行
政
は
〝
風
を
読
み
攻
め

る
行
政
、
優
し
さ
を
備
え
た
強
い
行
政
〟
を
展

開
し
、
ま
さ
に
、
徳
島
県
の
副
県
都
と
し
て
の

役
割
を
担
う
、
県
南
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ

ー
と
し
て
発
展
し
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
方
の
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

−

市
長
通
信

−

お
元
気
で
す
か

阿
南
市
長
　
岩
　
浅
　
嘉
　
仁
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住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
支
援

犬
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
大
地
震
に
よ
る
住
宅
の

倒
壊
な
ど
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
「
阿

南
市
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
リ
フ
ォ

ー
ム
支
援
事
業
費
補
助
金
」
の
制
度

を
創
設
し
、
10
月
３
日
㈪
か
ら
申
請

書
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
者　
市
の
区
域

内
に
あ
る
住
宅
に
居
住
し
、
地
方
税

法
（
昭
和
25
年
法
律
第
２
２
６
号
）

第
５
条
に
規
定
す
る
市
町
村
税
に
滞

納
が
な
い
者
。

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅　
現
に
居

住
し
て
い
る
次
の
す
べ
て
の
要
件
に

該
当
す
る
木
造
住
宅
。

▼
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
木
造
住
宅

▼
阿
南
市
が
実
施
し
た
耐
震
診
断
に

お
い
て
上
部
構
造
評
点
が
１
・
０
未

満
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅

▼
過
去
に
、
阿
南
市
木
造
住
宅
耐
震

改
修
工
事
費
補
助
金
等
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
も
の

補
助
対
象
工
事
等　
①
は
必
ず
、
②

と
③
は
い
ず
れ
か
を
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。
④
は
自
由
で
す
。

①
高
さ
が
１
・
５
㍍
以
上
の
家
具
を

固
定
す
る
工
事

②
評
点
を
１
・
０
に
近
づ
け
る
耐
震

補
強
工
事
等

③
耐
震
ベ
ッ
ド
ま
た
は
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
を
設
置
す
る
工
事

④
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
向
上
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
工
事

ご
注
意
く
だ
さ
い
（
す
べ
て
厳
守
）

・
市
内
に
本
店
を
有
す
る
建
設
業
者

等
が
施
工
す
る
こ
と

・
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
着
手
す

る
こ
と

・
工
事
に
要
す
る
経
費
の
合
計
が
20

万
円
以
上
に
な
る
こ
と

補
助
金
の
額　
補
助
対
象
経
費
の
５

分
の
１
に
相
当
す
る
額
で
、
20
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
住
宅
建

築
課
（
☎
22

−

３
４
３
１
）
へ

〜
行
政
相
談
週
間
〜

あ
な
た
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

行
政
相
談
委
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
ご
相
談
は
お
気
軽
に
。

開
催
日
・
場
所　
▼
10
月
17
日
㈪　

那
賀
川
支
所
▼
18
日
㈫　

羽
ノ
浦
公

民
館
▼
20
日
㈭　

橘
住
民
セ
ン
タ
ー

▼
21
日
㈮　

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

開
催
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22
−

１
１
１
６
）
へ

南
部
地
区「
消
費
者
の
つ
ど
い
」

　

阿
南
・
羽
ノ
浦
・
那
賀
川
・
那
賀

町
・
勝
浦
町
・
美
波
町
・
海
陽
町
・

牟
岐
町
の
８
消
費
者
協
会
に
よ
る

「
消
費
者
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
20
日
㈭　

午
前
11
時
〜

午
後
３
時
40
分

場
所　
富
岡
公
民
館
（
大
ホ
ー
ル
）、

文
化
会
館
（
視
聴
覚
室
）

内
容　
各
消
費
者
協
会
に
よ
る
展
示

即
売
お
よ
び
活
動
報
告
、
防
災
講
座

「
南
海
地
震
と
は
、
家
庭
・
地
域
で

で
き
る
こ
と
」（
午
後
３
時
〜
、
講

師

‥

徳
島
県
立
防
災
セ
ン
タ
ー
職
員
）

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

−

１
１
１
６
）
へ

付 け て 安 心

住　宅　用
火災警報器
設置場所は寝室・階段

問い合わせは
消防本部予防課

（☎22−3799）へ

　

犬
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
飼
い
犬
お
よ
び
飼
い
猫
（
犬

は
、
登
録
と
今
年
度
の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
実
施
済
で
あ
る
こ
と
）
に
、

11
月
15
日
か
ら
平
成
24
年
１
月
20
日

ま
で
の
間
に
避
妊
・
去
勢
手
術
を
受

け
ら
れ
る
市
民
の
方
。

※
期
間
外
に
手
術
を
受
け
ら
れ
る
場

合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

助
成
額　
１
頭
に
つ
き
５
千
円

助
成
予
定
数　
犬
猫
合
わ
せ
て
50
頭

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

申
込
方
法　
官
製
往
復
は
が
き
に
、

①
犬
・
猫
の
別
、
名
前
、
年
齢
、
性

別
、
毛
色
②
犬
の
場
合
は
、
登
録
番

号
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
番

号
③
飼
い
主
の
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
④
返
信
用
は
が
き
の
あ
て
名
を

明
記
の
う
え
、
㈳
徳
島
県
獣
医
師
会

（
〒
７
７
０

−

８
０
０
７　

徳
島
市

新
浜
本
町
二
丁
目
３
番
６
号
）
に
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
10
月
31
日
必
着

で
す
。
な
お
、
当
選
者
に
は
返
信
用

は
が
き
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

申
込
期
間　
10
月
１
日
㈯
〜
31
日
㈪

助
成
方
法　
当
選
は
が
き
を
受
け
取

っ
た
方
は
、
県
内
の
動
物
病
院
に
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
は
が

き
を
提
示
し
、
手
術
料
か
ら
５
千
円

を
差
し
引
い
た
額
で
手
術
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
ま
た
は
、
㈳

徳
島
県
獣
医
師
会
（
☎
０
８
８

−

６

６
３

−

６
６
０
７
）
へ

往信

郵   便   は   が   き

7 7 0 8 00 7

徳
島
市
新
浜
本
町
二
丁
目
３
番
６
号

  

㈳
徳
島
県
獣
医
師
会　
行

官製往復はがき（表面）

返信

郵   便   は   が   き

申
込
者
の

 　
住　
　
所

 　
氏　
　
名

官製往復はがき（裏面）

避妊・去勢手術助成申込書
犬・猫の別　　　　　　　　　　
名前　　　　　　　　　　　　　
年齢　　　　　　　　　　　　　
性別　　　　　　　　　　　　　
毛色

（犬の場合）
犬の登録番号
　平成 23 年度　第　　　　　号
狂犬病予防注射済票番号
　平成 23 年度　第　　　　　号

申込者　住所
　　　　氏名（フリガナ）
　　　　電話番号

【記載例】
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任
期
満
了
に
よ
る
阿
南
市
長
選
挙

が
11
月
13
日
㈰
に
告
示
さ
れ
、
11
月

20
日
㈰
（
伊
島
投
票
区
は
19
日
㈯
）

に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。　

■
投
票
時
間　
午
前
７
時
〜
午
後
８

時
（
た
だ
し
、
大
井
・
大
田
井
・
阿

瀬
比
・
新
野
西
・
福
井
上
分
・
蒲
生

田
・
後
・
椿
泊
は
午
後
７
時
ま
で
）

■
投
票
で
き
る
人　
平
成
３
年
11
月

21
日
以
前
に
生
ま
れ
た
日
本
国
籍
を

持
つ
人
で
、
平
成
23
年
８
月
12
日
以

前
か
ら
阿
南
市
に
引
き
続
き
３
カ
月

以
上
住
民
票
が
あ
り
、
阿
南
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人
。

そ
し
て
、
投
票
日
現
在
引
き
続
き
阿

南
市
に
住
ん
で
い
る
人
。
た
だ
し
、

選
挙
権
を
停
止
さ
れ
て
い
る
人
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

　

学
生
で
阿
南
市
外
の
寮
や
ア
パ
ー

ト
な
ど
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
住
民

票
が
阿
南
市
に
あ
っ
て
も
原
則
と
し

て
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

他
市
町
村
へ
の
転
出
者

■
阿
南
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ

れ
て
い
る
人
で
も
、
他
の
市
町
村
へ

転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
市
内
転
居
者

・
10
月
31
日
ま
で
に
転
居
届
を
出
し

た
人
は
新
住
所
地
の
投
票
所
へ

・
11
月
１
日
以
降
に
転
居
届
を
出
し

た
人
は
旧
住
所
地
の
投
票
所
へ　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次
の
よ
う
な

障
が
い
の
あ
る
方
（
別
表
の
○
印
の

該
当
者
）
ま
た
は
、
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が

「
要
介
護
５
」
の
方
は
、
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理

委
員
会
に
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
印
鑑
お
よ
び

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
手
帳
等

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
戦
傷
病
者
手
帳

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証　
　
　
　

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会
等

　

阿
南
市
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
に

対
す
る
説
明
会
等
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
立
候
補
届
出
等
に
必
要
な

書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
必
ず
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。　

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時　
10
月
14
日
㈮　

午
前
10
時
〜

場
所　
市
役
所
分
庁
舎
１
階　

１
０

１
会
議
室
（
選
管
事
務
局
隣
）

■
立
候
補
届
出
書
類
等
の
事
前
審
査

日
時　
10
月
27
日
㈭　

午
前
９
時
〜

午
後
４
時　
　

場
所　
市
役
所
分
庁
舎
１
階　

１
０

１
会
議
室
（
選
管
事
務
局
隣
）

■
立
候
補
届
出
の
受
付

日
時　
11
月
13
日
㈰　

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
３
階　

委
員

会
室　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
は　
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
☎
22

−

３
７
９
１
）
へ

身
体
障
害
者
手
帳

障　害　名
障がいの程度

1 級 ２級 ３級

両下肢、体幹、
移動機能の障
害

○ ○

心 臓、 腎 臓、
呼吸器、膀胱、
直腸、小腸の
障害

○ ○

免疫、肝臓の
障害 ○ ○ ○

戦
傷
病
者
手
帳

障　害　名

障がいの程度

特
別
項
症

第
１
項
症

第
２
項
症

第
３
項
症

両下肢、体幹
の障害 ○ ○ ○

心 臓、 腎 臓、
呼吸器、膀胱、
直 腸、 小 腸、
肝臓の障害

○ ○ ○ ○

介 護 保 険 の
被 保 険 者 証

要介護状態区分

要介護５

環境と
くらし

シリーズ

〈№ 16〉

　

本
市
で
は
、
市
自
ら
が
事
業
者
と

し
て
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進

や
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
阿
南
市
環
境

保
全
率
先
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で

の
５
年
間
を
第
２
次
阿
南
市
環
境
保

全
率
先
行
動
期
間
と
し
て
、
事
務
・

事
業
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
表
の

と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
環
境
保
全
課
（
☎

22

−

３
４
１
３
）
へ

第２次阿南市環境保全率先行動計画に
伴う、温室効果ガス排出量について

《平成22年度の温室効果ガスの排出量》

施　設　名 温室効果ガス排出量
（kg-CO2)

本 庁 舎 594,144

本 庁 出 先 136,321

環 境 管 理 部 5,395,426

学 校 等 2,555,112

福 祉 施 設 等 469,652

文 化 施 設 等 2,268,216

水 道 部 2,453,629

そ の 他 986,035

消 防 本 部 242,568

計 15,101,103

環境管理部
36％

文化施設等
15％

水道部
16％

その他
７％

学校等
17％

本庁舎　４％消防本部　２％
本庁出先　１％

福祉施設等
15％

11
月
20
日
㈰
は
、阿
南
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す

別表
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●
富
岡
西
高
校

至
宝
田

　国
道
55
号

　至
見
能
林

宝
橋津

乃
峰
橋

大津田川→

桑野川→

× ×

看板設置
工事箇所

橋
り
ょ
う
工
事

《
男
性
料
理
教
室
（
後
期
）》

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
生
活
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
男
性
も
仕
事
だ
け
で

は
な
く
、
女
性
と
共
に
料
理
な
ど
の

家
事
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

料
理
を
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
も

基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。
お
い
し
い
も

の
を
楽
し
く
作
っ
て
楽
し
く
食
事
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ク
リ
ス
マ
ス
ケ

ー
キ
作
り
も
し
ま
す
。

日
時　
▼
11
月
22
日
㈫
▼
11
月
25
日

㈮
▼
12
月
６
日
㈫
▼
12
月
13
日
㈫
▼

12
月
24
日
㈯
の
い
ず
れ
も
午
前
10
時

〜
午
後
１
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階　

グ
ル

メ
ル
ー
ム

募
集
定
員　
25
人

参
加
費　
１
回
５
０
０
円
（
材
料
費

と
し
て
当
日
集
金
）

申
込
方
法　
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

10
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

《
男
女
共
同
参
画
出
前
講
座
》

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、

女
性
に
と
っ
て
も
男
性
に
と
っ
て
も

生
き
や
す
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
学
習
し

ま
せ
ん
か
。
講
師
は
市
か
ら
無
料
で

派
遣
し
ま
す
。

　

学
習
内
容
や
時
間
は
、
相
談
の
う

え
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
男
女
共

同
参
画
室
（
☎
22

−

７
４
０
１
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
22

−

４
７
８
５
）
へ

第69号

男
女
共
同
参
画
事
業

光のまちステーションプラザ
10月の催し

　■展示コーナー　午前10時〜午後８時

木目込み人形展　10日㈷まで
パッチワークキルト展　12日㈬〜23日㈰
写真二人展　　　 25日㈫〜11月6㈰
※初日と最終日の開催時間は異なります。

　■体験コーナー

日亜化学工業㈱コーナーにLEDを展示
こんまいギャラリーを開店

「竹人形、星形あんどん、LEDグラス作り」
カルチャー講座を常時開催中！

問い合わせは　光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ　

あぶない ! こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

246件（1,736）
0人（       5）

34人（   318）

救　　急 件 数
搬送人員

288件（2,074）
276人（2,001）

火　　災 件 数
損 害 額

4件（ 31）
26,048千円（56,662千円）

●阿南署管内平成23年8月分合計　(　)内は1月からの累計

基礎調査実施のご案内
　10 月から３月にかけて、上記の地区で土砂災害が発生す
る恐れのある箇所の調査を実施します。調査に伴い、身分証
明書を携帯した調査員が、皆様の住宅の裏山などに、立ち入
りをさせていただくことがあります。ご理解ご協力の程、よ
ろしくお願いします。なお、調査結果については、後日、説
明会などによりお知らせする予定です。
基礎調査とは
　基礎調査とは、土砂災害が発生した場合に危険な区域を把
握するための調査で、土砂災害防止法に基づき実施するもの
です。この調査により「土砂災害警戒区域」や「土砂災害特
別警戒区域」が明らかになります。
問い合わせは
徳島県南部総合県民局（阿南）砂防担当	（☎24−4256）
阿南市土木課　　　	 （☎22−1595）へ

新野町、内原町、大井町、加茂町、桑野町、
椿町、富岡町、羽ノ浦町、福井町、山口町

土砂災害危険箇所の基礎調査を実施 橋りょう架設工事のお知らせ
　下図に示す区域において橋りょう架設工事を行いますの
で、竹

たけ

筒
づつ

漁法、柴
しば

漬
づけ

漁法その他の漁法による漁具等を設置
されている方は、10 月末までにこれらの漁具等を工事な
らびに作業区域外へ撤去してください。また、工事期間中
桑野川左岸堤防上道路は通行制限を行う場合があります。
期間中何かとご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いし
ます。
工事箇所　長生町舟付から同町寺ノ前
工事期間　11月上旬から平成24年８月末まで
問い合わせは　土木課（☎22－1595）へ
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１日㈯　	 9:00～17:00
	 　第１回西日本あかつき野球大会
２日㈰　	 9:00～15:00　

	 　第１回西日本あかつき野球大会
15日㈯ 	 11:00～17:00　

	 　野球観光ツアー　
	 　三菱食品（大阪府）

16日㈰	 9:00～15:00　
	 　野球観光ツアー　
	 　八丈フェニックス（東京都）

問い合わせは
　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

球場へ行こう!
アグリあなんスタジアム

10月の日程 「あなんくん」

年
金
相
談

&
Q

A

Q
障
害
基
礎
年
金
は
ど
の
よ
う

な
時
に
受
け
ら
れ
ま
す
か
。

A
国
民
年
金
の
加
入
中
な
ど
に

初
診
日
（
初
め
て
医
師
の
診

断
を
受
け
た
日
）
が
あ
る
病
気
や
ケ

ガ
な
ど
で
障
が
い
の
状
態
に
な
っ
た

と
き
、
障
害
認
定
日
（
初
診
日
か
ら

１
年
６
カ
月
を
経
過
し
た
日
ま
た
は

そ
の
期
間
内
に
症
状
が
固
定
し
た

日
）
に
お
い
て
、
障
害
等
級
の
１
級

ま
た
は
２
級
に
該
当
し
た
場
合
は
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
初
診
日
の
前
日
に
お
い

て
、
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保

険
料
納
付
済
期
間
（
免
除
・
猶
予
期

間
を
含
む
）
が
３
分
の
２
以
上
必
要

と
な
り
ま
す
。（
初
診
日
が
平
成
28

年
３
月
31
日
以
前
に
あ
る
と
き
は
、

特
例
と
し
て
初
診
日
の
前
々
月
ま
で

の
直
近
の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納

が
な
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。）

　

な
お
、
20
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る

病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
障
が
い
の
状

態
に
な
っ
た
方
は
、
障
害
等
級
の
１

級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
れ
ば
20
歳

か
ら
（
障
害
認
定
日
が
20
歳
以
後
の

場
合
は
、
障
害
認
定
日
か
ら
）
受
給

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

−

１
１
１
８
）
へ

シ
リ
ー
ズ
災
害
に
備
え
る
№6

沿
岸
地
域
自
主
防
災
会
の
ご
意
見

　

東
日
本
大
震
災
時
の
阿
南
市
沿
岸

地
域
に
お
け
る
避
難
行
動
や
防
災
体

制
に
お
け
る
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
椿
地
区
の
意
見
等
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

■
椿
地
区

（
４
月
26
日
：
椿
公
民
館
）　　
　

・
避
難
所
・
避
難
経
路
へ
の
誘
導
灯

　

の
設
置

・
小
学
校
へ
の
食
糧
等
の
備
蓄

・
加
茂
神
社
（
旧
保
育
所
跡
）
を
避

　

難
場
所
と
し
て
整
備

・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備

・
樋
門
の
整
備
・
点
検

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
安
全
局
（
☎

22

−

９
１
９
１
）
へ

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

自
転
車
の
盗
難
防
止
に
ご
協
力
を

　

駅
や
量
販
店
の
駐
輪
場
な
ど
で
は
、

自
転
車
の
盗
難
被
害
が
依
然
と
し
て

多
発
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
の
盗
難

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
も
、
自

転
車
の
鍵
掛
け
の
励
行
や
自
転
車
に

記
名
す
る
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

−

０
１
１
０
）
へ

　

宮
城
県
北
部
沿
岸
市
町
支
援
本

部
へ
の
派
遣
と
し
て
従
事
し
た
の

は
５
月
27
日
か
ら
６
月
５
日
ま
で

で
し
た
。
帰
県
し
て
か
ら
の
１
カ

月
後
（
７
月
５
日
）
に
は
、
阿
南

市
で
も
和
歌
山
県
北
部
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
５
・
４
の

地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
阿
南
市
は

震
度
４
で
し
た
が
、
こ
れ
は
阪
神

淡
路
大
震
災
の
時
と
同
じ
震
度
だ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。（
揺

れ
の
長
さ
は
違
っ
た
と
思
い
ま
す

が
…
）
３
月
11
日
の
大
地
震
以
降
、

全
国
各
地
で
頻
繁
に
強
い
揺
れ
の

地
震
が
起
こ
っ
て
お
り
、
私
自
身
、

被
災
地
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
に
非

常
用
持
出
袋
一
つ
の
用
意
も
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
頭
の
中
で
は
常
に

危
機
感
を
持
っ
て
考
え
て
は
い
る

つ
も
り
で
す
が
、
た
っ
た
こ
れ
だ

け
の
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

わ
か
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
行
動

に
移
せ
な
い
の
が
人
間
だ
と
は
思

い
ま
す
が
、
最
低
、
非
常
用
持
出

袋
の
準
備
と
い
ざ
地
震
が
起
き
た

場
合
は
携
帯
電
話
が
繋
が
ら
な
い

状
態
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
家
族
間
で
避
難
場
所
を
決

め
て
お
く
な
ど
自
分
た
ち
で
で
き

る
こ
と
は
後
悔
の
な
い
よ
う
に
し

て
お
こ
う
と
、
こ
の
文
を
書
き
な

が
ら
改
め
て
思
っ
て
い
ま
す
。
よ

り
多
く
の
方
が
、
こ
の
準
備
だ
け

で
も
し
て
い
れ
ば
助
か
る
命
も
あ

り
、
少
し
で
も
被
害
を
食
い
止
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

津
波
で
役
場
が
流
さ
れ
て
は
行
政

機
能
も
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま

す
。
支
援
物
資
が
届
く
の
に
も
何

日
か
は
掛
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

地
震
発
生
後
の
自
分
の
身
は
自
分

で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。「
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
」
で
す
。

　
　
　

市
民
生
活
課

　
　
　
　

主
査　

吉
岡　

次
男

「
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
」

被災地
からの
メッセージ

関西広域連合宮城チーム（第 11 次）として
気仙沼市大島に派遣された８人と現地職員
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「
平
成
23
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
が
成
立
し
、
10
月
以
降
の
子
ど
も
手
当
額
は
、
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

区　
　
　
　
　
分

支
給
月
額

３
歳
未
満
（
一
律
）

１
万
５
千
円

３
歳
か
ら
小
学
校
修
了
前
（
第
１
子
・
第
２
子
）

１
万
円

３
歳
か
ら
小
学
校
修
了
前
（
第
３
子
以
降
）

１
万
５
千
円

中
学
生
（
一
律
）

１
万
円

※
養
育
す
る
子
ど
も
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も
）
の
う
ち
、
年
長
者
か
ら
第
１
子
、

第
２
子
…
と
数
え
ま
す
。

支
給
要
件
の
変
更

▼
児
童
の
国
内
居
住
要
件

　

支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
は
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。（
留
学
中
の
場
合
は
除
き
ま
す
。）

▼
児
童
福
祉
施
設
等
へ
の
支
給

　

児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
手
当
は
、
施
設
等

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
未
成
年
後
見
人
や
父
母
指
定
者
に
対
し
て
支
給

　

未
成
年
後
見
人
や
父
母
指
定
者（
父
母
等
が
国
外
に
い
る
場
合
）

に
は
、
父
母
と
同
様
の
要
件
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
児
童
と
同
居
し
て
い
る
者
を
優
先

　

両
親
が
別
居
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
と
同
居
し
て
い
る
親
が

受
給
者
と
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
単
身
赴
任
の
場
合
は
除
き
ま

す
。）

手
続
き　
10
月
以
降
の
子
ど
も
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
新
た

な
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
類
は
、
該
当
者
へ
10
月
下
旬
以
降

に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
相
談
室
（
☎
22

−

１
６
７
７
）
へ

10
月
か
ら
の
子
ど
も
手
当
制
度
に
つ
い
て
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　四国最東端の温泉「阿南市船瀬温泉」は今年で開館10周年を迎えました。

　これを記念して、ＮＰＯ法人徳島県ウォーキング協会のご協力のもと、次のとおり「かもだ岬めぐりウォーキング大

会」を開催します。岬から見える雄大な海を舞台に健康づくりをしませんか。

　また、10周年を機に「船瀬温泉保養センター」は、11月１日㈫より「かもだ岬温泉保養センター」に改名します。

日　時 10月29日㈯　※小雨決行

受　付　9:30〜 船瀬温泉第一駐車場（道路横）

コース　船瀬温泉〜蒲生田岬（約12㎞）

参加費　無料

持ってくるもの　運動に適した服装で、お弁当、

飲み物および雨具等をご用意ください。

※ウォーキング大会参加者には、記念品および

入浴無料券を差し上げます。

申込方法　10月18日㈫までに、住所、氏名、

年齢および連絡先を明記のうえ、ハガキまたは

ＦＡＸ、電話にてお申し込みください。

— 船瀬温泉開館10周年記念 −　

かもだ岬めぐり 健康ウォーキング大会参加者募集

記念式典および祝賀餅投げを同時開催！ 
場所　船瀬温泉施設（参加は自由）

申込み・問い合わせは

〒779-1750　阿南市椿町船瀬60番地2

船瀬温泉保養センター内

かもだ岬めぐりウォーキング大会事務局

（☎21−3030・ＦＡＸ21−3031）へ

記念式典・芸能大会 健康ウォーキング大会（予定）

  9:30
10:00　記念式典 　 〜　 	 受付
　 〜 	 祝賀餅投げ 11:00

11:15  	開会行事・準備体操
12:00　芸能大会  	 ・スタート
　 〜 12:30　蒲生田の浜で昼食

14:00　船瀬温泉で入浴！

★第一駐車場

◎温泉施設

←蒲生田 椿→

船瀬海浜公園　（海側）

湯
当日は入浴料は無料です



本
市
の
防
災
対
策

　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
高
台
や
広
場

等
の
一
時
避
難
場
所
へ
の
避
難
道

の
整
備
支
援
、
ま
た
、
徳
島
県
の

事
業
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
「
津

波
か
ら
命
を
守
る
緊
急
総
合
対
策

事
業
費
補
助
金
」
を
活
用
し
、
災

害
時
の
避
難
拠
点
と
な
る
市
内
の

小
学
校
に
、
備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
、

発
電
機
や
災
害
用
の
簡
易
ト
イ
レ

な
ど
の
資
機
材
を
備
え
、
初
動
体

制
を
確
立
す
る
た
め
の
整
備
を
進

め
て
い
る
ほ
か
、
夜
間
の
災
害
発

生
お
よ
び
電
源
停
止
の
場
合
を
想

定
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
避
難
所
へ

の
誘
導
灯
を
増
設
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
域
産
業
の
活
性
化

　

東
京
に
本
社
が
あ
る
「
並
木
精

密
宝
石
株
式
会
社　

秋
田
工
場
」

の
機
能
の
一
部
が
、
辰
巳
工
業
団

地
に
四
国
工
場
と
し
て
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
場
は
、
既
存
の
立
地
企

業
か
ら
２
千
８
百
平
方
メ
ー
ト
ル

を
借
り
受
け
、
平
成
23
年
５
月
か

ら
一
部
操
業
し
て
い
ま
し
た
が
、

８
月
末
ま
で
に
約
８
億
円
を
投
じ

て
製
造
設
備
を
増
強
し
、
試
験
運

転
も
順
調
に
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、

９
月
か
ら
本
格
稼
動
を
開
始
し
た

と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
「
並
木
精
密
宝
石
株
式
会
社
」

は
、
資
本
金
１
億
円
、
従
業
員
５

９
６
人
で
、
最
先
端
の
技
術
力
に

よ
り
工
業
用
宝
石
部
品
の
ほ
か
、

携
帯
電
話
用
の
振
動
機
器
、
医
療

機
器
な
ど
の
精
密
部
品
の
製
造
販

売
を
行
っ
て
お
り
、
当
四
国
工
場

に
は
、
秋
田
工
場
な
ど
か
ら
約
30

人
の
方
が
来
ら
れ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
関
係

の
人
工
サ
フ
ァ
イ
ア
基
板
の
生
産

に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
順
次
、

地
元
採
用
を
予
定
し
て
い
る
と
伺

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
関
係
の
市
場
は
、

よ
り
高
度
な
技
術
開
発
が
求
め
ら

れ
る
分
野
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
当
該

企
業
に
工
場
設
置
奨
励
条
例
の
適

用
を
検
討
し
支
援
す
る
と
と
も
に
、

一
層
の
発
展
と
地
域
経
済
の
活
性

化
、
さ
ら
に
は
雇
用
の
場
の
拡
大

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の

建
設

　

若
者
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
観
点

か
ら
、
羽
ノ
浦
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
内
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
を

建
設
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
設
計

段
階
に
お
い
て
市
内
の
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
協
会
と
協
議
を
重
ね
、
コ

ー
ス
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
各
競
技
施
設

い
わ
ゆ
る
セ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
形
状

と
な
っ
て
お
り
、
既
製
品
で
は
対

応
が
難
し
く
、
ま
た
、
経
済
性
か

ら
も
、
セ
ク
シ
ョ
ン
は
現
場
打
ち

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
と
し
て
い
ま

す
。

　

対
象
と
す
る
利
用
者
は
、
初
心

者
か
ら
上
級
者
ま
で
と
し
て
お
り
、

約
１
千
５
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷

地
内
に
は
、
広
場
の
他
に
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方

が
で
き
る
「
ス
ネ
ー
ク
」
と
い
わ

れ
る
セ
ク
シ
ョ
ン
や
、
各
種
の
段

差
や
ス
ロ
ー
プ
が
楽
し
め
る
「
ス

ト
リ
ー
ト
バ
ン
ク
」
と
い
わ
れ
る

多
機
能
型
セ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
９

つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
て
い
ま

す
。

　

８
月
９
日
に
工
事
の
入
札
を
行

い
、
平
成
23
年
11
月
後
半
の
完
成

を
め
ざ
し
工
事
を
進
め
て
お
り
、

12
月
上
旬
の
供
用
開
始
を
考
え
て

い
ま
す
。

定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン

　

協
定
書
で
示
さ
れ
た
政
策
項
目

ご
と
に
、
１
市
・
２
町
の
職
員
お

よ
び
民
間
の
関
係
者
を
交
え
た
担

当
者
部
会
を
開
催
し
、
事
業
概
要

や
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
等
を
明

確
化
し
た
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
機
関
の
代
表
者

や
有
識
者
等
で
構
成
さ
れ
た
懇
談

会
で
の
意
見
交
換
、
ま
た
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
を
経
て
、

圏
域
の
将
来
像
や
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
盛
り
込
ん
だ
「
阿
南
・

那
賀
・
美
波 

定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
「
住
む
人
、
来
る
人
の
心
を
つ

む
ぐ
、
や
す
ら
ぎ
と
活
力
の
光
あ

ふ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
将
来

像
と
し
て
掲
げ
、「
医
療
機
関
の

連
携
体
制
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

推
進
事
業
」
や
「
医
師
確
保
対
策

事
業
」、
ま
た
「
保
育
所
広
域
入

所
に
関
す
る
連
携
事
業
」「
大
規

模
災
害
時
の
相
互
応
援
支
援
体
制

整
備
事
業
」「
火
葬
場
使
用
料
軽

減
事
業
」
な
ど
40
項
目
の
事
業
を

示
し
て
い
ま
す
。

9
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　
9
月
議
会
が
9
月
2
日
か
ら
20
日
ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、

市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
紙
面
の
関
係
で
一
部
を
抜

粋
し
、
要
旨
部
分
の
み
掲
載

し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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阿
南
市
住
ま
い
の
安
全
・

安
心
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

事
業
の
創
設

　

本
市
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
ま

で
に
建
設
に
着
手
し
た
木
造
住
宅

を
対
象
と
し
て
、
耐
震
診
断
お
よ

び
耐
震
改
修
の
支
援
事
業
を
実
施

い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
行
の

制
度
で
は
、
建
築
物
全
体
の
耐
震

工
事
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、

改
修
費
用
が
高
額
と
な
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
耐
震
診
断
の
結
果
が
耐

震
改
修
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

県
に
お
い
て
も
、
家
具
類
の
転

倒
防
止
対
策
と
部
分
的
耐
震
改
修

工
事
な
ど
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
間
取
り
の
改

修
、
外
壁
の
補
修
等
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
も
含
め
て
助
成
対
象
と
す

る
「
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
を
創
設
し
、

７
月
21
日
か
ら
施
行
、
７
月
26
日

か
ら
申
請
の
受
付
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
大

地
震
の
発
生
に
伴
う
住
宅
の
倒
壊

や
家
具
の
転
倒
な
ど
に
よ
る
被
害

を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

「
阿
南
市
住
ま
い
の
安
全
・
安
心

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
を
創
設

し
、
県
の
新
制
度
と
協
調
し
な
が

ら
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
と
リ
フ

ォ
ー
ム
工
事
の
推
進
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
県
の
新
制
度
は
、
県
内

の
建
設
業
者
等
の
施
工
を
条
件
と

し
て
お
り
、
市
の
制
度
に
つ
い
て

も
、
地
元
経
済
の
活
性
化
に
繋
が

る
よ
う
、
市
内
業
者
が
施
工
す
る

こ
と
を
条
件
と
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
子
育
て
創
生
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
に
お
け
る

子
育
て
力
を
育
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
等
を
図
る
た
め
の
き

め
細
や
か
な
子
育
て
支
援
活
動
を

促
進
す
る
も
の
で
、
平
成
23
年
度

は
、｢

地
域
活
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
育
み
事
業｣
、「
キ
ラ

リ
輝
け
！
阿
波
っ
子
パ
ワ
ー
活
動

事
業
」、「
ふ
る
さ
と
の
魅
力　

再

発
見
事
業
」
お
よ
び
「
ふ
る
さ
と

学
び
支
援
事
業
」
の
４
事
業
に
、

小
学
校
５
校
と
中
学
校
２
校
が
研

究
指
定
校
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

■
「
地
域
活
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
育
み
事
業
」

　

平
成
23
年
度
か
ら
全
国
実
施
さ

れ
た
外
国
語
活
動
へ
の
円
滑
な
実

施
に
向
け
、
地
域
の
人
材
を
生
か

し
、
子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
育
む
も
の
で
、
吉
井

小
学
校
と
平
島
小
学
校
が
事
業
を

行
い
ま
す
。

　

両
校
で
は
、
地
元
外
国
人
講
師

に
よ
る
外
国
語
活
動
や
異
文
化
交

流
、
海
外
生
活
経
験
者
に
よ
る
授

業
の
実
施
、
保
護
者
や
地
域
等
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育

成
に
関
す
る
情
報
発
信
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

■
「
キ
ラ
リ
輝
け
！
阿
波
っ
子
パ

ワ
ー
活
動
事
業
」

　

学
校
や
地
域
に
お
け
る
児
童
生

徒
が
行
う
自
主
的
・
主
体
的
な
活

動
の
充
実
を
支
援
し
、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
を

育
成
す
る
も
の
で
、
福
井
中
学
校

が
指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

福
井
中
学
校
で
は
、
先
人
の
生

き
方
に
学
ぶ
講
演
会
、
親
子
ふ
れ

あ
い
奉
仕
作
業
、
人
権
劇
お
よ
び

小
・
中
学
校
連
携
に
よ
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

■
「
ふ
る
さ
と
の
魅
力　

再
発
見

事
業
」

　

地
域
の
魅
力
を
生
か
し
児
童
生

徒
が
「
伝
え
合
う
力
」
の
向
上
を

め
ざ
す
体
験
活
動
を
支
援
す
る
も

の
で
、
大
野
小
学
校
が
取
り
組
み

ま
す
。

　

大
野
小
学
校
で
は
、
学
校
授
業

の
公
開
、
大
野
町
民
祭
へ
の
参
加
、

地
域
の
今
昔
を
知
る
講
演
会
や
阿

南
支
援
学
校
と
の
交
流
学
習
会
な

ど
の
体
験
活
動
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

■
「
ふ
る
さ
と
学
び
支
援
事
業
」

　

へ
き
地
学
校
に
お
い
て
、
す
ば

ら
し
い
伝
統
と
地
域
を
誇
り
に
思

う
子
ど
も
の
育
成
を
め
ざ
す
活
動

を
支
援
す
る
も
の
で
、
伊
島
小
学

校
、
椿
泊
小
学
校
お
よ
び
伊
島
中

学
校
が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

伊
島
小
学
校
は
、
全
町
運
動
会
、

全
町
大
掃
除
お
よ
び
伊
島
町
文
化

祭
開
催
な
ど
の
事
業
を
、
椿
泊
小

学
校
は
、
学
芸
員
に
よ
る
阿
波
水

軍
の
講
演
会
、
地
域
を
生
か
す
教

材
づ
く
り
お
よ
び
海
洋
学
習
事
業

を
、
ま
た
、
伊
島
中
学
校
は
、
イ

シ
マ
サ
サ
ユ
リ
の
保
護
活
動
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

成
人
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

公
費
負
担

　

肺
炎
は
疾
患
別
の
死
亡
率
が
第

４
位
で
あ
り
、
特
に
75
歳
以
上
で

は
、
急
激
な
増
加
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
は
、
肺

炎
全
体
の
４
分
の
１
か
ら
３
分
の

１
を
占
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

特
に
肺
炎
球
菌
は
、
重
症
化
な
ど

高
齢
者
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
は
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎

の
重
症
度
お
よ
び
死
亡
率
を
低
下

さ
せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
度
、
75
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

新
ご
み
処
理
施
設
整
備

事
業

　

８
月
19
日
か
ら
４
会
場
に
て
、

工
事
着
工
前
の
地
元
説
明
会
を
開

催
し
、
関
係
住
民
の
皆
様
方
に
新

施
設
の
工
事
概
要
や
工
期
日
程
等

に
つ
き
ま
し
て
、
ご
説
明
を
申
し

上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
11
月
の
工
事

着
工
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
請
負

業
者
で
あ
り
ま
す
「
タ
ク
マ
グ
ル

ー
プ
」
が
起
工
式
を
執
り
行
う
予

定
で
、
日
時
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

近
隣
住
民
の
皆
様
に
は
、
平
成

26
年
４
月
１
日
の
運
転
開
始
ま
で
、

約
２
年
半
に
わ
た
り
、
何
か
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
か
と
存
じ
ま
す
が
、
工
事
期
間

中
の
交
通
安
全
を
は
じ
め
、
環
境

保
全
対
策
な
ど
に
細
心
の
注
意
を

払
い
な
が
ら
、
施
設
整
備
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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「
う
を
座
」
の
活
動
が
気
仙
沼
復
興
の
力
と

な
る

−

。
そ
ん
な
「
夢

ゆ
め
つ
く
り創

」
の
思
い
が
多
く
の

人
の
心
に
届
き
実
現
し
た
気
仙
沼
復
興
支
援
合

同
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
舞
台
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、
強
い
絆
が
結
ば
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
、
８
月
28
日
、
阿
南
市
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
夢
つ
む
ぎ
の
詩う

た

」
は
、「
う
を
座
」
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
。
縁
あ
っ
て
、
平
成
16
年
の
「
夢

創
」
第
７
回
公
演
で
は
、「
う
を
座
」
か
ら
友

情
出
演
す
る
な
ど
、
互
い
が
交
流
を
深
め
た
作

品
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
合
同
公
演
に
は
「
う
を
座
」
か
ら
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
含
む
10
人
が
参
加
。「
夢
創
」
の

保
護
者
や
ス
タ
ッ
フ
等
を
含
め
１
０
１
人
で
臨

む
大
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
昔
懐
か
し
い
木
造
校
舎

の
シ
ル
エ
ッ
ト
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
山
奥
に
あ

る
「
竹
の
子
村
分
校
」
に
転
校
し
て
き
た
少
女

と
村
の
子
ど
も
た
ち
が
、
心
の
中
に
あ
る
〝
夢

つ
む
ぎ″
と
触
れ
合
う
な
か
で
、
親
と
死
別
し

た
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
歌
う
楽
し
さ
や
生
き

る
喜
び
を
見
つ
け
て
い
く
と
い
う
物
語
で
す
。

　
〝
夢
つ
む
ぎ″
と
は
、
心
の
中
に
居
る
悲
し
み

や
喜
び
を
分
け
合
っ
て
く
れ
る
友
達
。
夢
を
一

緒
に
つ
む
い
で
く
れ
る
大
切
な
仲
間
た
ち
。
そ

の
不
思
議
な
存
在
が
物
語
の
な
か
で
解
き
明
か

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
迫
真
の
演
技
を
繰
り
広
げ

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
、
震
災
の
悲
し
み
を
乗

り
越
え
、
前
向
き
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
姿

と
重
な
り
、
多
く
の
人
の
心
を
打
ち
ま
し
た
。

「
人
に
は
悲
し
み
を
希
望
に
変
え
る
力
が
あ
る
」

そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
き
た
と
き
、

私
た
ち
も
深
い
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　「
夢
に
あ
ふ
れ
る
時
代
が
き
っ
と
く
る
、
き

っ
と
来
る
。
希
望
に
満
ち
た
時
代
が
き
っ
と
来

る
、
き
っ
と
来
る
」
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
熱
唱
す

る
出
演
者
た
ち
の
き
ら
め
く
笑
顔
は
、
舞
台
を

や
り
遂
げ
た
充
実
感
に
満
ち
、「
き
っ
と
が
ん

ば
れ
る
」
と
い
う
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
阿
南
の
地
で
結
実
し
た
友
情
、
そ
し
て
舞

台
に
か
け
た
情
熱
は
、
気
仙
沼
復
興
へ
の
確
か

な
原
動
力
と
な
り
、
未
来
を
切
り
開
く
希
望
の

光
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
を
阿
南
か
ら

−

。
こ

の
思
い
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
０
０
人
の
心
に
届
い
た

舞
台
に
か
け
る
情
熱
と
友
情

舞
台
で
輝
く
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
こ
そ　
私
た
ち
の
未
来
が
あ
る

阿
南
か
ら
発
信
し
よ
う　
「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
を
！
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今
回
の
舞
台
は
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
震
災
を
受
け
た

人
た
ち
と
一
緒
に
舞
台
を
す
る
と
い
う
の
は
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
考
え
る
こ
と
が
多
く
、
自
分
の

考
え
の
甘
さ
に
う
ん
ざ
り
し
た
り
、
悩
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
生
が
持
っ
て
き
て
く
れ

た
資
料
を
読
ん
だ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
、
舞
台
を
す
る
理
由
を
考
え
た
り
、
で
き
る

限
り
の
こ
と
は
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
も
舞
台
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
今
回
学
ん
だ
こ
と
は
、

相
手
を
思
い
や
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
相
手
の
気
持
ち
を
わ
か
る
の
は
難
し
い
け
れ
ど
、
わ
か
ろ
う

と
努
力
し
た
り
、
考
え
て
み
た
り
、
興
味
を
持
っ
た
り
す
る
こ
と
が
「
本
当
の
思
い
や
り
」
だ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

宮
城
と
徳
島
は
遠
く
離
れ
た
場
所
だ

け
れ
ど
も
、
同
じ
舞
台
に
立
っ
た
者

同
士
、協
力
し
て
い
き
、自
分
の「
夢
」

に
向
か
っ
て
、
進
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

日
本
が
、
夢
に
あ
ふ
れ
た
、
希
望

に
満
ち
た
国
に
な
る
よ
う
に
、
今
で

き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

僕
を
変
え
て
く
れ
た
人
た
ち
へ

「
あ
り
が
と
う
」

　

僕
は
、
今
回
初
め
て
の
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。
入
団

間
も
な
い
こ
ろ
は
、
み
ん
な
の
輪
の
中
に
入
れ
ず
、
辞

め
た
い
と
か
練
習
に
行
き
た
く
な
い
と
か
い
ろ
い
ろ
悩

み
ま
し
た
。
で
も
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
み
ん
な
と
も
話

を
す
る
よ
う
に
な
り
、
早
く
み
ん
な
に
会
い
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
台
本
が
渡
さ
れ
、
自
分
の
役
（
友
和
）
が
性
格
と
は
正
反
対
の
、
と
て
も

明
る
く
み
ん
な
を
笑
わ
せ
る
よ
う
な
役
と
わ
か
り
、
正
直
嫌
で
し
た
。
で
も
、
重
要
な
役
を
も
ら
っ

た
の
で
が
ん
ば
ろ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
練
習
で
は
、
毎
日
怒
ら
れ
て
ば
か
り
。
ず
っ
と
自
分
か
ら

逃
げ
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
東
京
か
ら
指
導
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
役
者
の
方
に
い
ろ
ん

な
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、「
う
を
座
」
の
み
ん
な
と
一
緒
に
練
習
を
す
る
な
か
で
、

東
日
本
大
震
災
で
つ
ら
か
っ
た
こ
と
や
傷
つ
い
た
こ
と
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
、
練
習
し
て
き
た
す
べ
て
を
出
し
切
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
熱
中
し
、
本
気
で
取
り
組

ん
だ
の
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
今
回
の
舞
台
を
通
し
て
、
自
分
自
身
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
先
生
や
み
ん
な
に
「
あ
り
が
と
う
」
を
言
い
た
い
で
す
。

那賀川中学校２年
三村 拓海 さん

城
東
高
校
２
年

片
山
怜
菜
さ
ん

『
本
当
の
思
い
や
り
』
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チャリティーシートの収益金と支援金の目録を贈呈 阿波踊りで歓迎する「夢創」の皆さん 気仙沼市内で活動する「うを座」を訪問

「
う
を
座
」
座
長　
鈴
木
恒
子
さ
ん　

　

３
月
11
日
、
私
た
ち
は
大
切
な
家
族
、

親
類
、
親
し
い
友
、
知
人
を
亡
く
し
ま
し

た
。
生
き
残
っ
た
私
た
ち
の
半
数
も
住
み

慣
れ
た
家
、
長
い
間
培
っ
て
き
た
日
々
の

暮
ら
し
、
そ
し
て
未
来
、
そ
の
全
て
を
一

瞬
に
失
い
ま
し
た
。
瓦
礫
と
な
っ
た
ふ
る

さ
と
の
ま
ち
で
、
た
だ
呆
然
と
し
た
日
で

し
た
。

　

３
月
の
末
、
こ
の
舞
台
の
演
出
・
振
り

付
け
・
ダ
ン
ス
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
鎌
田
真
由
美
先
生
が
、
た
く

さ
ん
の
支
援
物
資
を
大
き
な
バ
ス
に
乗
せ

て
私
た
ち
に
会
い
に
き
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
被
災
後
、
初
め
て
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
顔
を
確
認
し
た
日
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
鎌
田
さ
ん
か
ら
思
い
が
け
な
い
提

案
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
今
日
の
こ
の

舞
台
で
す
。
私
は
無
理
だ
と
思
い
ま
し
た
。

折
れ
そ
う
な
心
を
必
死
に
堪
え
て
、
あ
の

災
害
時
で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
私
た

ち
に
は
、
舞
台
に
費
や
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

な
い
、
そ
う
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
今
日

こ
う
し
て
実
現
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
は
奇
跡
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

　

舞
台
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
も
の

よ
う
に
命
を
輝
か
せ
て
、
キ
ラ
キ
ラ
、
キ

ラ
キ
ラ
と
躍
動
し
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の

姿
を
ず
っ
と
見
て
い
た
く
て
長
い
間
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
阿
南
で
は
、
皆
さ

ん
の
温
か
い
お
も
て
な
し
を
い
た
だ
い
て
、

「
夢
創
」
の
子
ど
も
た
ち
と
も
仲
良
く
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
生
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
で
す
。
こ
の
感
動
を
、「
う

を
座
」
を
育
て
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
気
仙

沼
の
人
た
ち
と
一
緒
に
味
わ
い
た
い
と
思

っ
て
、
そ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

遠
く
離
れ
て
い
ま
す
が
、
阿
南
と
気
仙

沼
で
同
じ
舞
台
に
夢
を
持
つ
私
た
ち
が
、

い
つ
か
ま
た
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
舞
台
が

で
き
る
こ
と
を
夢
み
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
皆
様
、「
夢
創
」
の
皆
さ
ん
を

ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
姿
に
こ
そ　

私
た
ち
の
未
来
が
あ
る
と

信
じ
て

「
夢
創
」
団
長　
久
米
良
久
さ
ん　

　

３
月
11
日
の
大
震
災
で
風
光
明
媚
な
気

仙
沼
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

一
日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

震
災
後
ま
も
な
く
、『「
う
を
座
」
の
子

ど
も
た
ち
を
元
気
づ
け
た
い
』『
復
旧
・

復
興
で
大
変
な
と
き
だ
が
、
子
ど
も
た
ち

に
夢
と
勇
気
を
与
え
る
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
だ
』
そ
し
て
、『「
う
を
座
」
の
活
動

が
気
仙
沼
復
興
の
力
に
な
る
』
と
い
う
思

い
で
こ
の
合
同
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
企
画
い

た
し
ま
し
た
。　

　

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
多
大
な
る
ご

支
持
を
い
た
だ
い
た
指
導
者
の
先
生
方
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
ご
奉
仕
を
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
そ
し
て
チ
ケ
ッ
ト
を
ご
購

入
い
た
だ
き
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま

し
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

本
日
の
公
演
を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
す
べ
て
の
皆
さ
ま
方
に
心

か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

気
仙
沼
と
徳
島
・
阿
南
が

一
緒
に
夢
を
つ
む
い
で

夢
・
勇
気
・
感
動
を

舞
台
か
ら
発
信
！

夢にあふれる時代が　きっと来る　きっと来る　　　希望に満ちた時代が　きっと来る　きっと来る
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指導者・鎌田真由美さんとの再会を喜ぶ「うを座」の皆さん2,000人が詰め掛けた 宿泊・食事は渡辺純子さんにお世話になりました チャリティーシートの収益金と支援金の目録を贈呈

「
う
を
座
」
座
長　
鈴
木
恒
子
さ
ん　

　

３
月
11
日
、
私
た
ち
は
大
切
な
家
族
、

親
類
、
親
し
い
友
、
知
人
を
亡
く
し
ま
し

た
。
生
き
残
っ
た
私
た
ち
の
半
数
も
住
み

慣
れ
た
家
、
長
い
間
培
っ
て
き
た
日
々
の

暮
ら
し
、
そ
し
て
未
来
、
そ
の
全
て
を
一

瞬
に
失
い
ま
し
た
。
瓦
礫
と
な
っ
た
ふ
る

さ
と
の
ま
ち
で
、
た
だ
呆
然
と
し
た
日
で

し
た
。

　

３
月
の
末
、
こ
の
舞
台
の
演
出
・
振
り

付
け
・
ダ
ン
ス
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
鎌
田
真
由
美
先
生
が
、
た
く

さ
ん
の
支
援
物
資
を
大
き
な
バ
ス
に
乗
せ

て
私
た
ち
に
会
い
に
き
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
被
災
後
、
初
め
て
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
顔
を
確
認
し
た
日
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
鎌
田
さ
ん
か
ら
思
い
が
け
な
い
提

案
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
今
日
の
こ
の

舞
台
で
す
。
私
は
無
理
だ
と
思
い
ま
し
た
。

折
れ
そ
う
な
心
を
必
死
に
堪
え
て
、
あ
の

災
害
時
で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
私
た

ち
に
は
、
舞
台
に
費
や
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

な
い
、
そ
う
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
今
日

こ
う
し
て
実
現
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
は
奇
跡
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

　

舞
台
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
も
の

よ
う
に
命
を
輝
か
せ
て
、
キ
ラ
キ
ラ
、
キ

ラ
キ
ラ
と
躍
動
し
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の

姿
を
ず
っ
と
見
て
い
た
く
て
長
い
間
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
阿
南
で
は
、
皆
さ

ん
の
温
か
い
お
も
て
な
し
を
い
た
だ
い
て
、

「
夢
創
」
の
子
ど
も
た
ち
と
も
仲
良
く
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
生
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
で
す
。
こ
の
感
動
を
、「
う

を
座
」
を
育
て
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
気
仙

沼
の
人
た
ち
と
一
緒
に
味
わ
い
た
い
と
思

っ
て
、
そ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

遠
く
離
れ
て
い
ま
す
が
、
阿
南
と
気
仙

沼
で
同
じ
舞
台
に
夢
を
持
つ
私
た
ち
が
、

い
つ
か
ま
た
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
舞
台
が

で
き
る
こ
と
を
夢
み
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
皆
様
、「
夢
創
」
の
皆
さ
ん
を

ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
「
う
を
座
」

事
務
局
長　
伊
東
毅
浩
さ
ん　

　

震
災
の
当
初
、
阿
南
市
を
は
じ
め
、
全

国
、
世
界
中
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の

支
援
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
が
今
も
続
い
て

お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
初
め
の
こ
ろ
、
自
分
た
ち
が

被
災
者
で
、
そ
れ
を
支
え
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ん
が
支
援
者
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
途
中
か
ら
少
し
ず
つ
考
え
が
変

わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
阿
南
に
来

て
そ
の
考
え
が
確
信
に
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
の
は
、

心
を
痛
め
て
い
る
の
は
私
た
ち
だ
け
で
は

な
い
。
こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
も
「
何
か
し

た
い
、
何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う

つ
ら
い
思
い
を
し
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
、
と

い
う
こ
と
を
私
は
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
今
回
は
、
皆
さ
ん
の
思
い
を

い
た
だ
く
だ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
に
い
る

「
う
を
座
」
の
子
ど
も
た
ち
が
、
皆
さ
ん

に
勇
気
と
希
望
を
少
し
で
も
届
け
た
い
と

思
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
届
い
た

で
し
ょ
う
か
！

　

私
た
ち
は
、
徳
島
県
の
こ
と
を
阿
南
市

の
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
気
仙
沼
の
こ
と
を
、
そ
し
て
三
陸

一
帯
が
つ
ら
い
思
い
を
し
た
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
、
こ
こ
に
い
る
子
ど
も
た
ち
が

中
心
と
な
っ
て
気
仙
沼
と
徳
島
・
阿
南
が

一
緒
に
夢
を
つ
む
い
で
い
け
る
よ
う
に
、

ど
う
ぞ
末
永
く
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
こ
の
た
び
は
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

気
仙
沼
と
徳
島
・
阿
南
が

一
緒
に
夢
を
つ
む
い
で

夢にあふれる時代が　きっと来る　きっと来る　　　希望に満ちた時代が　きっと来る　きっと来る

　感動の舞台をもう一度

「夢つむぎの詩2011」が

　ケーブルテレビで放送される予定です！
※放送日は未定です。

舞台を収録した DVD も販売予定！
くわしくは、お問い合わせください。

　問い合わせは
　劇団「夢創」事務局（☎22−0268）へ

11ch
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News Oasis
　

平
成
18
年
３
月
20
日
に
阿
南
市
が
那
賀
川
町
、

羽
ノ
浦
町
と
合
併
し
て
今
年
で
５
周
年
を
迎
え

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
阿
南
市
合
併
５
周
年
記

念
式
典
が
、
９
月
４
日
、
文
化
会
館
夢
ホ
ー
ル

で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
お
よ
び
関
係
者
約
５
０
０
人
の
ご
臨
席

を
い
た
だ
く
な
か
開
催
さ
れ
た
式
典
で
は
、
合

併
後
の
歩
み
を
写
真
で
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
が

上
映
さ
れ
た
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に

公
共
の
福
祉
に
寄
与
さ
れ
、
特
に
合
併
以
降
に

お
け
る
活
動
が
顕
著
で
あ
っ
た
個
人
お
よ
び
団

体
の
方
々
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
の
岡
花
座
に

よ
る
「
式し
き

三さ
ん

番ば
ん

叟そ
う

」
が
上
演
さ
れ
た
ほ
か
、
那

賀
川
町
の
原
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る
「
原
の
獅

子
舞
」
や
、
羽
ノ
浦
町
の
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
に

よ
る
「
コ
カ
リ
ナ
演
奏
」
も
披
露
さ
れ
、
節

目
と
な
る
合
併
５
周
年
に
花
を
添
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
当
初
、
３
月
20
日
に
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
延
期

し
て
い
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
方
々
を
、
次
の

と
お
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
感
謝
状

贈
呈
者

【
阿
南
第
一
中
学
校
華
道
指
導
】　

　

稲
村
幸
甫
さ
ん
（
下
大
野
町
）　
　

【
通
学
路
の
安
全
活
動
】

大
村
誠
治
さ
ん
（
橘
町
）・
三
枝　

明
さ

ん
（
羽
ノ
浦
町
）・
中
西
紀
代
則
さ
ん
（
橘

町
）・
松
山
浩
武
さ
ん
（
羽
ノ
浦
町
）・
芳

川　

正
さ
ん
（
橘
町
）・
新
野
東
小
学
校

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
新
野
町
）・

答
島
21
世
紀
会
（
津
乃
峰
町
）・
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
長
浜
（
津
乃
峰
町
）

【
地
域
の
防
犯
活
動
】　

        

公
方
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
那
賀
川
町
）・
富

岡
地
安
会
（
領
家
町
）・
富
岡
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
（
日
開
野
町
）

【
那
賀
川
図
書
館
美
化
活
動
】　

  

阿
波
公
方
の
苑
美
化
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
那
賀
川
町
）

【
岩
脇
公
園
美
化
活
動
】　

      

岩
脇
公
園
を
美
し
く
志
隊
（
羽
ノ
浦
町
）

【
道
の
駅
清
掃
活
動
】　
　
　
　

 

渡
川
治
子
さ
ん
（
那
賀
川
町
）

【
西
部
公
園
美
化
活
動
】　

      

西
部
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会（
中
大
野
町
）

【
花
い
っ
ぱ
い
運
動
】　

        

那
賀
川
地
区
花
い
っ
ぱ
い
グ
ル
ー
プ
（
那

賀
川
町
）

【
障
が
い
者
支
援
活
動
】　

      

ウ
ェ
ー
ブ
（
那
賀
川
町
）

【
読
み
聞
か
せ
活
動
】　

        

お
は
な
し
〝
た
ん
ぽ
ぽ
〟（
橘
町
）

【
人
形
劇
出
張
公
演
】　

        

人
形
劇
団
プ
ク
プ
ク
（
福
村
町
）

【
長
生
公
民
館
美
化
活
動
】　

    

ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
（
長
生
町
）

【
長
生
公
民
館
生
け
花
活
動
】　

  

花
花
ク
ラ
ブ
（
長
生
町
）

特
別
事
業
に
関
す
る
感
謝
状
贈
呈
者

【
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め
土
地
の
提
供
等

に
よ
る
交
通
危
険
箇
所
の
改
善
】  

橋
本
俊
髙
さ
ん
（
富
岡
町
）

【
地
場
産
業
の
活
性
化
、
環
境
美
化
の
他
、

多
岐
に
わ
た
る
活
動
】

　

吉
野　

さ
ん
（
宝
田
町
）

【
蒲
生
田
岬
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
創
作
に
よ
り

地
域
の
観
光
と
活
性
化
に
寄
与
】

　

大
津
文
昭
さ
ん
（
上
中
町
）

【
蒲
生
田
岬
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
題
字
を
提

供
】

　

吉
原
利
明
さ
ん
（
宝
田
町
）

【
蒲
生
田
岬
を
題
材
に
し
た
曲
づ
く
り
に
よ

り
岬
の
素
晴
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
】

　

藤
本
津
佳
さ
ん
（
小
松
島
市
田
浦
町
）

賞
状
贈
呈

【
阿
南
市
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
制
作
】

　

塩
﨑
榮
一
さ
ん
（
大
阪
市
生
野
区
）

　

科
学
の
面
白
さ
を
体
感
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
ド
イ
ツ
の
第
３
回
ア
イ
デ
ア
博
が
８
月
27
日
に
開

幕
し
、
阿
南
高
専
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
手
書
き
入
力
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
射
撃
ゲ
ー
ム
が
披
露
さ
れ
、
好
評

を
博
し
ま
し
た
。

　

開
幕
式
当
日
は
、
ヴ
ル
フ
独
大
統
領
夫
妻
が
阿
南

高
専
の
出
展
区
画
を
訪
れ
、
同
校
の
小
松
校
長
、
林

田
国
際
交
流
室
長
ら
が
出
迎
え
ま
し
た
。
大
統
領
は
、

同
校
電
気
電
子
工
学
科
小
松　

実
准
教
授
の
説
明
を

受
け
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
手
書
き
入
力
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
操

作
し
、
大
い
に
関
心
を
持
た
れ
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
博
覧
会
は
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、
ボ

ッ
シ
ュ
、
シ
ー
メ
ン
ス
等
の
独
有
名
企
業
を
含
め
た

大
小
１
６
０
を
超
え
る
展
示
区
画
に
設
け
た
約
６
０

０
の
実
験
・
実
習
コ
ー
ナ
ー
に
加
え
、
コ
ン
サ
ー
ト

会
場
や
ク
レ
ー
プ
、
ジ
ュ
ー
ス
等
の
飲
食
物
の
出
店

も
並
び
、
多
く
の
若
者
や
家
族
連
れ
が
訪
れ
大
盛
況

で
し
た
。

　

９
月
４
日
ま
で
の
会
期
中
に
30
万
人
以
上
の
来
場

者
が
あ
り
、
阿
南
高
専
は
閉
幕
ま
で
出
展
を
続
け
、

同
校
の
技
術
力
の
高
さ
や
高
専
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

（
文
・
写
真
＝
阿
南
高
専
国
際
交
流
室 

提
供
）

阿
南
市
合
併
５
周
年
記
念
式
典

を
挙
行

阿南高専の出展区画を訪れた
ヴルフ大統領夫妻（中央）

独
大
統
領
に

阿
南
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
紹
介

阿
南
高
専
が

独
ア
イ
デ
ア
博
で
活
躍

式典で式辞を述べる岩浅市長。
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　健康増進や水泳競技力の向上など子どもからお年寄りま
で幅広い年齢層の方に親しまれているサンアリーナ温水プ
ールの利用者が、開館から７年２カ月で40万人に到達し、
８月23日に記念セレモニーが行われました。
　記念すべき40万人目となった四宮恵美子さん（65歳・
小松島市大林町）は、６年前から週２〜３回程度プールに
通っているといいます。「プールでは、友人との会話も楽
しみの一つとなっています。泳いだ後の爽快感が何ともい
えません。」と笑顔。四宮さんには、岩浅市長から花束と
記念品が贈られました。

　台風12号による河川の増水により、加茂町から
深瀬町にかかる中央橋の中央部分が約20メートル
にわたり崩壊。道路は寸断され、現在、通行止めに
なっています。
　９月４日午前３時ごろ、川の様子を見に行った時
に発見したという岡本清宏さん（70歳・深瀬町）は、

「この橋は、車に乗れないお年寄りが診療所へ通う
道として利用しているほか、子どもたちの通学路に
もなっています。深瀬町の住民にとっては欠かすこ
とのできない道であり、一日も早く復旧してほし
い。」と話していました。
　中央橋は、木橋として昭和26年12月26日に開通。
しかし、昭和27年７月の台風により流失した後、
災害復旧工事が行われ、昭和30年３月に現在の潜
水橋として再築されました。昭和52年５月に県道
から市道に移管されるまで二度も流失するなど、河
川増水による被害を幾度となく受けてきました。
　市では、早期の復旧を検討しています。

台風12号の影響で
中央橋が一部崩壊　通行止めに

サンアリーナ温水プールの利用者
40万人に到達

忘
れ
ら
れ
な
い
最
後
の
夏
を
奏
で
る

　

阿
南
中
学
校
箏
曲
部
に
よ
る
第
25
回
定
期
演
奏
会
が
、

８
月
28
日
、
文
化
会
館
夢
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
約
３

０
０
人
が
伝
統
あ
る
琴
の
音
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

あ
で
や
か
な
浴
衣
姿
で
演
奏
会
に
臨
ん
だ
３
年
生
の

皆
さ
ん
。
仲
間
と
と
も
に
駆
け
抜
け
た
３
年
間
の
思
い

出
と
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
弦

に
込
め
ま
し
た
。「
箏
と
十
七
弦
に
よ
る
三
重
奏
曲
」は
、

全
国
小
・
中
学
校
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
（
２
位
）
に
輝

い
た
曲
。
一
糸
乱
れ
ぬ
息
の
あ
っ
た
演
奏
に
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。　

　
「
24
年
連
続
入
賞
と
い
う
快
挙
に
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。」
と
部
長
の
細
川
遥
香
さ
ん
。「
琴

の
こ
と
を
考
え
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

つ
ら
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
後
は
笑
顔
で
終
わ
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。」

と
充
実
し
た
表
情
で
３
年
間
を
振
り
返
っ
て
い

ま
し
た
。

　

顧
問
の
宮
田
和
代
先
生
は
、「
練
習
熱
心
で

後
輩
の
面
倒
見
が
い
い
３
年
生
で
し
た
。
銀
賞

受
賞
は
、
み
ん
な
の
心
が
一
つ
に
な
れ
た
証
。

部
活
動
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
協
調
性
を
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」
と
エ

ー
ル
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
来
年
は
金
賞
を
と
っ
て
ほ
し
い
」
自
分
た

ち
が
成
し
得
な
か
っ
た
夢
を
後
輩
に
託
し
た
３

年
生
。
記
念
撮
影
に
収
ま
る
笑
顔
は
、
箏
曲
部

の
伝
統
を
つ
な
い
だ
と
い
う
充
実
感
に
満
ち
て

い
ま
し
た
。

先輩から受け継いだ伝統の音に　自分たちの思いを込め磨き上げた
ともにめざした全国の頂点
たくさんの思いと感謝の気持ちを弦に込め
忘れられない最後の夏を奏でる
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社
会
の
み
ん
な
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
支
え
て
い
ま
す

　
人
口
の
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
伴
い
、
皆
さ
ん
が
医
療

機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の
医
療
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り

が
保
険
料
を
納
め
ま
す
。
皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
は
、

公
費
や
現
役
世
代
の
支
援
金
と
と
も
に
大
切
な
財
源
と
な

り
ま
す
。

　
医
療
費
を
有
効
に
使
う
た
め
に
も
日
ご
ろ
か
ら
健
康
管

理
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
　
な
が
い
き
課
（
☎
22

−

８
０
６
４
）
へ

入院
42億6,739万円
（46.1％）

調剤
9億7,945万円
　　（10.6％）

入院外
33億313万円
（35.6％）

歯科　
2億9,999万円（3.2％）

食事療養費　
3億491万円（3.3％） 現金給付　6,521万円（0.7％）

訪問看護　4,470万円（0.5％）

合　計
92億6,478万円
（100％）

0 200 400 600 800 1000

0 20億

18年度

19年度

20年度

40億 60億 80億 100億
（円）

79億2,461万円

80億4,329万円

84億4,393万円

21年度 82億5,591万円

22年度 92億6,478万円

2000

4000

6000

8000

10000

12000

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

10,500

0

11,000

11,500

（人）
12,000

10,000

10,694

10,211

10,486
10,746

10,961

0

200000

400000

600000

800000

1000000

18年度

741,034
787,709 805,257

19年度 20年度 21年度 22年度
0

200,000

400,000

600,000

800,000

（円）
1,000,000

768,278
845,250

医　療　費 被保険者数 １人当たり費用額

後期高齢者医療費の状況

医療機関で
支 払 う
窓 口 負 担

高 齢 者 の
保 険 料
約１割

現役世代の保険料
約４割

公　　費　（税　金）　　　約５割

現在の後期高齢者医療制度では、高齢者の方々にかかった医療費の一部を医療機関の窓口で
負担していただき、それ以外の費用については、上図の割合で負担しています。

高齢者医療費の負担のしくみ

１ 割
または
３ 割

阿南市における最近の後期高齢者医療費等の推移

平成22年度

後期高齢者医療
の概況
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歳入 歳出

　
平
成
22
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
決
算
に
お
け
る
歳
入
総
額
は
79
億
５
３
６
７

万
円
（
対
前
年
度
比
２
・
57
％
増
）、
歳
出
総

額
は
78
億
８
８
１
２
万
円
（
対
前
年
度
比
４
・

53
％
増
）
で
収
支
差
引
は
、
６
５
５
５
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
年
度
繰
越
金
を
差

し
引
い
た
単
年
度
収
支
で
は
１
億
４
２
４
０
万

円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
期
に
わ

た
る
財
政
の
健
全
な
運
営
の
た
め
の
貯
金
で
あ

る
財
政
調
整
基
金
の
保
有
額
は
、
５
億
３
６
９

３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
医
療
機
関
の

窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
、
国
民
健
康
保
険

税
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
国
・
県
支
出
金
、

さ
ら
に
は
、
前
期
高
齢
者
や
退
職
被
保
険
者
の

医
療
費
等
に
応
じ
て
被
用
者
保
険
か
ら
交
付
さ

れ
る
前
期
高
齢
者
交
付
金
、
療
養
給
付
費
等
交

付
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
阿
南
市
の
国
民
健
康
保
険
税
（
現
年

度
）
の
収
納
率
は
93
・
１
％
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
０
・
７
％
増
加
し
ま
し
た
。
国
民
健

康
保
険
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
で
支

え
あ
っ
て
成
り
立
つ
制
度
で
あ
り
、

国
民
健
康
保
険
財
政
の
安
定
し

た
運
営
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
も
、
国
民
健
康
保
険
税
の

完
納
に
つ
い
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）

へ

平成22年度 歳入・歳出の主な割合（※四捨五入等の関係で合計が100％に合っていません。）

①国が支出する負担金や交付金
②医療保険者間の前期高齢者（65歳以上75歳未満）の偏在による不均

衡を是正するため、前期高齢者加入率が全保険者平均を上回るときに
交付される交付金

③納めていただいた国保税
④県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費について

費用負担を調整するための交付金
⑤退職者医療制度対象者の医療費等を賄う交付金
⑥一般会計及び国民健康保険財政調整基金からの繰入金　
⑦県からの支出金　　⑧前年度からの繰越金
⑨第三者納付金、人間ドック実費徴収金など

１人当たり総医療費
（療養諸費費用額）
346,912円

（前年度比15,589円増）

１人当たり国保税
（現年度の調定額）
71,979円

（前年度比2,515円減）

被保険者数と世帯数
（年度平均）

被保険者数 18,681人
（前年度比9人増）

世　帯　数 10,613世帯
（前年度比86世帯増）

⑩主に医療費等の支払いに充てる費用
⑪県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費について費

用負担を調整するための拠出金
⑫後期高齢者医療制度運営のための支援金
⑬介護保険の運営のための納付金　　⑭事務費など　　
⑮人間ドック助成費、特定健診に係る費用など

保険税収納額と保険給付費等の推移

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

38,733 36,469
32,899 32,932

101,114 111,804

16,775 3,384

82,352

単位：万円

481,517
534,922 519,730 512,339

180,184 179,776

139,091

74,345

136,924

120000

140000

160000

180000

200000

220000

240000

25000.000000

120833.335938

216666.671875

312500.007812

408333.343750

504166.679688

老人保健拠出金

介護納付金

後期高齢者支援金

保険税収入額

★ ★
35,007
1,369

74,908

539,984

132,809

★

0.000000

70.000006

140.000011

210.000017

280.000022

350.000028

介護納付金

後期高齢者支援金

保険税収納額

保険給付費

老人保健拠出金

25000

35000

45000

55000

65000

75000

85000

40000.000000

73333.333333

106666.666667

140000.000000

173333.333333

206666.666667

240000.000000

平成22年度

国民健康保険事業
特別会計
決算概況

①  国庫支出金
22億4,300万円
（28%）

⑩  保険給付費
53億9,984万円
 （68%）

⑪  共同事業拠出金
11億5,069万円（15%）

⑫  後期高齢者支援金等
7億4,908万円（9%）

②  前期高齢者交付金
15億2,894万円
 （19%）③  国民健康保険税

13億2,809万円
 （17%）

④  
共同事業交付金
11億6,153万円
 （15%）

⑤  療養給付費等交付金
5億2,547万円（7%）

⑨  その他　3,358万円（1％） ⑮  その他　9,574万円（1％）⑧  繰越金　2億794万円（3％） ⑭  総務費　1億4,270万円（2％）

⑬  介護納付金
3億5,007万円（4％）

⑦  県支出金　
3億1,731万円（4％）
⑥  繰入金　
6億781万円（8％）

合　計
79億5,367万円
（100％）

合　計
78億8,812万円
（100％）
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■よんでん文化振興財団助成事業
　上野の森ブラスコンサート　チケット発売

　世代を越え、多くの人に好まれる選曲と底抜けに明る
いステージをお楽しみください！
日　時　11月23日㈷　13:00開演
場　所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　全席自由　一般1,000円　高校生以下500円　

※未就学児の入場はできません。
チケット　情報文化センター、文化会館、市民会館、
　　　　　平惣書店各店ほか
※無料託児室あり。（１週間前までにお申し込みください）
問い合わせは　情報文化センター（☎44−5000）へ

■夢ホールホワイエコンサート
　『８本のサクソフォンが奏でる無限大の楽しさ』

日　時　10月15日㈯
　　　　14:00開演　
場　所　夢ホール
入場料　500円
※なかよしチケットは、
２人以上20%割引、
５人以上40%割引で、
前売りのみの取り扱いです。
出　演　メビウス∞サクソフォン・アンサンブル
曲　目　ルパン三世のテーマ、チャルダッシュ、サウン

ドオブミュージックメドレーほか
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

■「第14回クリスマスライブ」出演者募集

日　時　12月18日㈰　13:00開演予定
場　所　コスモホール（情報文化センター）
募集数　公募による12組（応募多数の場合は抽選）
参加料・入場料　無料
参加資格　市内在住でロック・ポップス・フォーク等の
楽器演奏および歌唱をされる個人または市民を１人以上
含むグループなど
申込締切日　11月６日㈰
問い合わせは　情報文化センター（☎44−5000）へ

あなんカルチャー

市の文化事業や歴史などを紹介します

秋の祭典 ｢第40回阿南市文化祭｣ のご案内
開催日程

月日
会場

10 月 11 月
27日㈭ 31日㈪ 3 日㈷ 4 日㈮ 5 日㈯ 6 日㈰ 12 日㈯ 13 日㈰

文 化 会 館

美　術　展 記念式典・
講  演  会

中学校音楽祭
10:00 〜 舞踊祭 音楽祭 学　童　展

華　道　展 人権教育コーナー

茶　会
（裏千家）

茶　会
（裏千家） 阿南の夏まつり写真展

茶　会
（表千家流）

市 民 会 館 小学校音楽祭
9:30 〜

ひまわり会館 短歌大会 俳句大会

富 岡 公 民 館
寒 ら ん 展 学　童　展

盆　栽　展 勤労青少年ホーム展

市役所駐車場 日本鶏展示会

美術展作品の受付・搬入　10月30日㈰　9:30〜12:00（文化会館研修室）
問い合わせは　文化振興課（☎22−1798）へ
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が
最
も
安
全
な
方

法
で
あ
っ
た
。
古

銭
の
大
量
出
土
の

あ
っ
た
海
陽
町
大

里
も
同
様
で
あ
る
。

　

出
土
古
銭
の
分

類
、
鑑
定
に
は
故

吉
見
哲
夫
氏
が
尽

力
さ
れ
た
。

　

出
土
古
銭
は
唐

（
二
種
類
）、
後
周

（
一
種
類
）、
南
唐
（
一
種
類
）、
北
宋
（
二

八
種
類
）、
金
（
二
種
類
）、
南
宋
（
一
七
種

類
）、
元
（
一
種
類
）、
明
（
四
種
類
）、
朝

鮮
（
一
種
類
）、
黎
（
安
南
・
一
種
類
）、
琉

球
（
二
種
類
）
の
十
一
ヵ
国
か
ら
六
〇
種
類

（
銭
文
）
を
数
え
て
い
る
。

　

多
く
出
土
し
た
古
銭
は
、
永
楽
通
宝
、
元

豊
通
宝
、
皇
宋
通
宝
、
熙
寧
元
宝
、
元
祐
通

宝
、
開
元
通
宝
（
開
通
元
宝
）
、
天
聖
元
宝
、

政
和
通
宝
、
紹
聖
通
宝
、
聖
宋
元
宝
で
、
希

少
出
土
古
銭
は
天
福
鎮
宝
、
大
世
通
宝
、
開

慶
通
宝
、
端
平
元
宝
等
で
あ
る
。

　

出
土
古
銭
は
、
中
世
の
通
貨
事
情
を
証
明

す
る
一
級
資
料
で
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
七

日
、
国
の
文
化
財
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

長
生
出
土
古
銭
、
大
里
出
土
古
銭
な
ど
は

発
見
直
後
の
対
応
が
適
切
だ
っ
た
た
め
一
枚

の
紛
失
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
徳
島
市
某

地
出
土
古
銭
な
ど
は
発
掘
関
係
者
に
よ
り
一

部
持
ち
去
ら
れ
、
筆
者
も
友
人
か
ら
一
枚
も

ら
っ
た
。
後
日
、
役
所
係
員
に
返
却
を
申
し

出
た
が
、
返
却
は
い
い
で
す
と
言
わ
れ
た
。

所
有
者
：
阿
南
市
教
育
委
員
会

参
考
：「
阿
南
市
の
文
化
財
」　　

センター
科学

メールアドレス　
science@ananscience.jp

長
生
出
土
古
銭

貨
幣
の
流
通

　

わ
が
国
で
は
、
奈
良
時
代
以
来
、
皇
朝
十

二
銭
が
鋳
造
さ
れ
て
流
通
し
た
が
、
平
安
中

期
村
上
天
皇
の
天
徳
二
（
九
五
八
）
年
に
鋳

造
さ
れ
た
乾
元
大
宝
を
最
後
と
し
て
鋳
造
は

中
止
さ
れ
た
。

　

鋳
貨
製
造
さ
れ
る
以
前
は
物
々
交
換
に
頼

っ
た
。
そ
の
内
容
・
手
段
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

南
洋
の
石
貨
は
さ
て
お
き
、
宝
石
、
珍
石
、

動
物
の
毛
皮
、
米
、
穀
物
、
工
芸
品
な
ど
が

使
わ
れ
た
。
物
々
交
換
だ
か
ら
双
方
が
納
得

出
来
る
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
物
々
交
換
は
人
や
物
の
動
き
に

限
定
さ
れ
た
社
会
で
は
成
立
す
る
が
、
交
流

範
囲
が
広
域
化
す
る
と
き
わ
め
て
不
便
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
誰
に
で
も
価
値
が
認
め
ら

れ
る
金
銀
、
宝
石
、
織
物
、
工
芸
品
、
毛
皮
等

が
「
貨
幣
」
代
用
と
し
て
使
わ
れ
た
。
さ
ら
に

国
家
権
力
に
よ
っ
て
流
通
の
保
証
さ
れ
た
硬
貨
、

紙
幣
、
信
用
証
券
等
の
発
行
に
よ
っ
て
、
全
国

的
に
流
通
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
わ
が
国
で
は
乾
元
大
宝
の
鋳
造
を

最
後
と
し
て
貨
幣
鋳
造
は
中
止
さ
れ
た
。
と
こ

ろ
が
、
元
の
物
々
交
換
に
逆
も
ど
り
す
る
わ
け

に
も
い
か
ず
、
唐
、
宋
、
明
さ
ら
に
朝
鮮
、
安

南
等
か
ら
銭
を
輸
入
し
て
わ
が
国
の
公
的
通
貨

と
し
た
。

長
生
出
土
古
銭

　

昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
五
月
五
日
、

現
在
の
阿
南
市
長
生
町
上
荒
井
の
桑
野
川
改
修

工
事
中
、
長
生
橋
南
岸
の
国
高
屋
敷
と
よ
ば
れ

る
土
地
か
ら
一
個
の
素
焼
き
の
壷
が
掘
り
出
さ

れ
た
。
そ
の
中
に
約
二
万
六
千
枚
の
古
銭
が
埋

蔵
さ
れ
て
い
た
。
国
高
屋
敷
に
つ
い
て
は
一
切

不
明
で
あ
る
。

　

室
町
時
代
に
は
財
貨
を
地
中
に
埋
蔵
す
る
の

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
67

デ
ジ
カ
メ
で
木
星
を
撮
ろ
う

（
有
料
、
要
予
約
・
悪
天
候
時
は
中
止
）

　

こ
の
秋
に
見
ご
ろ
と
な
る
木
星
を
１
１
３
㌢
大

型
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
ま
す
。

日
時　
11
月
４
日
㈮　

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

対
象　
小
学
４
年
生
以
上
で
、
デ
ジ
カ
メ
の
基
本

操
作
が
で
き
る
方
。（
デ
ジ
カ
メ
は
各
自
持
参
）

定
員　
30
人
（
受
付
順
）

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
・
中
学
生
２
０
０
円

参
加
方
法　
事
前
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
持
参
す
る
カ
メ
ラ
の

メ
ー
カ
ー
、
機
種
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場

「
宙
に
浮
く
シ
ャ
ボ
ン
玉
」

日
時　
10
月
10
日
㈷　

午
前
10
時
30
分
〜
、
午
後
１
時
30
分
〜
の
２
回

参
加
料　
無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン

タ
ー
（
☎
42

−

１
６
０
０
）
へ

10
月
の
休
館
日　
３
日
㈪
、
11
日
㈫
、

17
日
㈪
、
24
日
㈪
、
31
日
㈪
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445

市
民
文
芸

　
　
　

荻
原　

朝
子

絵
手
紙
に
ゴ
ー
ヤ
一
つ
の
は
み
出
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉　

夕
起
子

初
恋
の
い
く
さ
に
消
え
て
終
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

和
子

新
米
や
い
つ
か
一
人
に
な
る
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
居　

青
々

「
よ
く
ぞ
ま
あ
生
き
て
い
た
か
」
と
終
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田　

春
子

終
戦
日
す
い
と
ん
す
す
る
三
世
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
本
ひ
ろ
み

地
球
儀
の
や
う
に
回
し
て
西
瓜
買
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
條　

当
子

ガ
リ
バ
ー
の
ご
と
く
に
蟻
の
列
ま
た
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
繁
た
だ
し

一
晩
は
仏
に
託
す
西
瓜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
田
紀
久
代

新
涼
や
大
き
く
一
つ
深
呼
吸

阿

南

川

柳

会

髙

木

旬

笑　

選

川
　
柳

　
　
　
　

	

二
階
千
代
美

シ
ナ
リ
オ
が
狂
っ
て
首
が
回
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

仏
顔
あ
な
た
次
第
で
鬼
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

征
介

お
て
ん
ば
を
隠
し
て
写
す
見
合
い
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

満
子

貧
し
く
と
も
誠
実
で
あ
る
今
の
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

公
美
子

の
ど
か
さ
と
貧
し
さ
が
あ
る
古
写
真

平
成
23
年
阿
南
市
春
季

短
歌
大
会
作
品

短
　
歌

入
谷
五
十
鈴

今
生
の
最
後
の
七
夜
手
を
繋
ぎ
寝
し
我
夫
「
し
っ
か

り
生
き
よ
」
と

　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

典
子

今
朝
も
又
パ
ン
く
ず
ね
だ
り
セ
キ
レ
イ
が
尾
を
振
り

寄
り
く
足
元
近
く

　
　
　
　
　
　
　

勢
井　

恒
子

車
庫
に
並
ぶ
待
機
の
姿
勢
の
消
防
車
沿
岸
、
里
み
な

穏
や
か
で
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　

西
崎
ま
き
子

跳
ね
泥
は
顔
に
も
つ
き
て
漸
く
に
代
掻
き
終
へ
ぬ
水

面
も
夕
焼
け

　
　
　
　
　
　
　

樫
原　

寿
子

夏
み
か
ん
畑
に
あ
ち
こ
ち
実
こ
ろ
が
し
黄
の
ま
り
入

れ
の
ス
タ
ー
ト
待
つ
ご
と

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
夫
美

目
に
見
え
ぬ
仏
と
歩
む
四
国
路
の
同
行
二
人
の
遍
路

笠
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　

青
木
新
太
郎

「
あ
り
が
と
う
」
を
必
ず
告
げ
て
ド
ア
開
け
る
曾
孫

降
ろ
し
て
今
日
も
暮
れ
た
り

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇　

春
代

迎
え
火
を
囲
む
え
に
し
に
犬
も
を
り

　

花
び
ら
を
撒
き
な
が
ら
歩
い
て
い
る

よ
う
な
人
で
し
た
。
そ
ん
な
中
学
校
の

恩
師
の
教
室
に
は
、
あ
る
人
の
本
が
あ

り
ま
し
た
。

色
も
温
か
く

描
か
れ
た
さ

ざ
ん
か
の
花

が
表
に
あ
る

そ
の
本
は
、

当
時
の
私
の

体
の
コ
コ
に
心
が
あ
る
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

著
者
の
星
野
富
弘
さ
ん
は
、
中
学
校

の
体
育
教
師
と
し
て
赴
任
わ
ず
か
２
カ

月
後
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
中
に
誤
っ

て
墜
落
し
頸
髄
を
損
傷
し
て
し
ま
い
ま

す
。
手
足
の
自
由
を
失
い
不
治
の
ま
ま

退
院
し
ま
す
が
、
口
に
筆
を
く
わ
え
、

あ
り
っ
た
け
の
力
を
ぶ
つ
け
て
引
く
線

の
後
ろ
に「
か
ぎ
り
な
く
や
さ
し
い
花
々
」

が
力
強
く
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

人
間
ら
し
く
、
た
く
ま
し
く
、
か
ざ
ら

な
い
人
柄
と
心
の
強
さ
・
豊
か
さ
は
、
富

弘
さ
ん
が
描
く
風
に
揺
れ
る
草
や
木
々
の

葉
、
野
の
花
々
が
語
り
ま
す
。

真
白
な
服
を
着
て

し
と
や
か
で

あ
な
た
が
来
る
と

部
屋
の
中
が　

う
っ
と
り
す
る

看
護
婦
さ
ん　

あ
な
た
は

く
ち
な
し
の
花
の
よ
う
な
人
で
す

私
が
い
う
と　

そ
の
人
は

ひ
と
声
あ
げ
て
と
び
出
て
い
っ
た

口
の
大
き
な
看
護
婦
さ
ん
だ
っ
た

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
今
川
千
春
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
い
り
ぐ
ち

羽ノ浦町
矢部　由美さん
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３館の休館日　３日㈪・10日㈪・11日㈫・17日㈪・24日㈪・28日㈮・31日㈪

阿南市立図書館だより

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
10月4日 ㈫ 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 14日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：00〜14：40

老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 前 14：20〜14：50 山 口 分 館 前 14：50〜15：20
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 18日 ㈫ 上 中 分 館 前 14：20〜15：00

5日 ㈬ 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 19日 ㈬ 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30
新 野 駅 前 14：30〜15：00 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10

6日 ㈭ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20 20日 ㈭ 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40〜14：20 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00
大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00 25日 ㈫ 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00

7日 ㈮ 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40
旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：15 26日 ㈬ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30
橘 団 地 前 14：30〜15：00 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。 
阿南図書館　☎23－2020

移動図書
館「わかたけ号」巡回日程表

阿南図書館　☎23－2020ＦＡＸ23－6814
■おはなしひろば　2日・9日・16日・23日
　（毎週日曜日）14:00 〜 15:00
■ぴよちゃんくらぶ　13日・27日
　（毎月第 2・4 木曜日）10:30 〜 11:00

赤ちゃん（0〜3歳）のためのおはなし会
です。

那賀川図書館　☎42－3111ＦＡＸ42－3299
■おはなし会　２日・９日・16日・23日・30日
　（毎週日曜日)　11:00〜
■阿波公方の苑　美化作業
　８日㈯　8:30〜10:00
　※雨天の場合16日㈰
■中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00 〜（約10分間）

■おはなし会　1日・8日・15日
　（毎週土曜日）14:00 〜

※29日は「えほんコンサート」のためお
休みです。

羽ノ浦図書館　☎44－2100ＦＡＸ44－2099

（あなん図書館まつり 2011）

◆◆◆ えほんコンサート ◆◆◆

★プログラム
「てぶくろをかいに」（新美南吉／作）

「むくどりのゆめ」（濱田廣介／作）ほか

※入場無料です。ただし整理券が必要。

整理券は、10 月４日㈫から配布。

問い合わせは
阿南図書館（☎23−2020）へ

日時　10月29日㈯
　　　13:30開演（13:00開場）
場所　コスモホール
　　　（情報文化センター）

●ブックリサイクル（３館合同）

期　間　10月30日㈰〜11月20日㈰　10:00〜18:00
場　所　那賀川図書館　市民ギャラリー
　　　　（本がなくなり次第終了します。）

●おはなし会（図書館まつり協賛）

羽ノ浦図書館　10月22日㈯　14:00〜
　　　　　　　大型絵本「ちか100かいだてのいえ」ほか
阿南図書館　10月30日㈰　14:00〜　
　　　　　　　寸劇「はしれ！カボチャ」ほか
那賀川図書館　11月５日㈯　11:00〜　
　　　　　　　絵本シアター「じごくのそうべえ」ほか

（C）浜田廣介・いもとようこ・金の星社
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募
集あ

わ
っ
子
ピ
ア
ニ
ス
ト
募
集

　

「
中
国
四
国
の
作
曲
家
in
徳
島
」

の
第
１
部
「
Ａ
Ｗ
Ａ
っ
子
が
弾
く
生

ま
れ
た
て
ほ
や
ほ
や
の
曲
」
に
出
演

す
る
小
学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生

ま
で
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
募
集
し
ま
す
。

出
演
日　
平
成
24
年
５
月
12
日
㈯

場
所　
文
化
会
館　

夢
ホ
ー
ル

募
集
人
数　
10
人
程
度

参
加
費　
５
千
円
（
３
回
の
レ
ッ
ス

ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
入
場
料
含
む
）

講
師　
松
岡
貴
史
さ
ん
、
松
岡
み
ち

こ
さ
ん

申
込
締
切
日　
10
月
31
日
㈪

問
い
合
わ
せ
は　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
ホ

ー
ル
市
民
協
議
会
夢
つ
く
り
あ
な
ん

（
☎
23

−

５
５
９
９
）
へ

募
集第

４
回
小
学
生
タ
ッ
ク
ス

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
み

な
が
ら
税
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
12
日
㈯　

▼
集
合
：
午

前
８
時
▼
解
散
：
午
後
５
時
ご
ろ

集
合
・
解
散
場
所　
Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
東

口
（
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
１
階
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
会
場　
兵
庫

県
立
舞
子
公
園
（
神
戸
市
垂
水
区
）

対
象　
小
学
４
〜
６
年
生
と
保
護
者

（
定
員
あ
り
）

※
参
加
費
は
無
料
で
、
昼
食
付
き
。

申
込
期
限　
10
月
20
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
㈳
阿
南

法
人
会
（
☎
23

−
１
０
５
５
）
へ

募
集合

気
道
教
室
練
習
生
募
集

　

合
気
道
を
学
び
な
が
ら
、
日
本
武

道
の
礼
儀
や
心
を
養
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
子
ど
も
た
ち
の
強
く
、
優
し
く
、

た
く
ま
し
い
心
と
身
体
の
育
成
を
願

っ
て
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

対
象
年
齢　
５
〜
15
歳

稽
古
日
時　
毎
週
金
曜
日　

午
後
７

時
〜
８
時

場
所　
武
道
館
（
大
潟
町
）

受
講
料　
月
額
２
０
０
０
円
（
※
別

途
、
入
会
金
２
０
０
０
円
が
必
要
）

問
い
合
わ
せ
は　
合
気
道
敷
島
塾
阿

南
道
場　

川
越（
☎
49

−

４
０
７
７
）へ

市民の情報ひろば

募
集

阿
南
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
訓
練
生

　

平
成
24
年
４
月
入
校
の
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。

対
象　
40
歳
以
下
で
高
等
学
校
卒
業

者
（
平
成
24
年
３
月
卒
業
見
込
者
を

含
む
）

募
集
訓
練
科　
自
動
車
整
備
科
（
定

員
20
人
）

申
込
期
間　
10
月
６
日
㈭
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
テ
ク
ノ
ス
ク

ー
ル
（
☎
26

−

０
２
５
０
）
へ

募
集

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
募
集

申
込
締
切
日　
11
月
７
日
㈪
（
消
印

有
効
）

対
象　
満
20
歳
〜
69
歳
の
日
本
国
籍

を
持
つ
方

※
全
国
各
地
で
体
験
談
・
説
明
会
を

開
催
。
徳
島
で
は
10
月
16
日
㈰
に
行

い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ

イ
カ
）
四
国
（
☎
０
８
７

−

８
２
１

−

８
８
２
４
）
へ

募
集雇

用・能
力
開
発
機
構

職
業
訓
練
生
の
募
集

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方
を

対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

募
集
訓
練
科　
①
溶
接
加
工
科
②
電

気
設
備
科

訓
練
期
間　
①
12
月
１
日
㈭
〜
平
成

24
年
５
月
30
日
㈬
②
12
月
６
日
㈫
〜

平
成
24
年
６
月
27
日
㈬

対
象
者　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な
ど
。

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
等

は
必
要
で
す
。

募
集
期
間　
10
月
３
日
㈪
〜
11
月
７

日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
独
立
行

政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
徳
島

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

−

６
５
４

−

５
１
０
２
）
へ

お知らせ

はかりの定期検査

10月 受　付　時　間 実　施　場　所
４日㈫ 10：00〜15：00 那賀川支所

５日㈬ 10：00〜15：00 羽ノ浦支所

６日㈭
10：00〜12：00 加茂谷住民センター

13：00〜15：00 長生住民センター

７日㈮
10：00〜12：00 桑野住民センター

13：00〜15：00 新野住民センター

11日㈫

11：00〜12：00 椿泊漁業協同組合

13：00〜14：00 椿住民センター

14：30〜15：30 福井住民センター

12日㈬ 10：00〜15：00 橘住民センター

13日㈭ 10：00〜15：00 見能林公民館

14日㈮ 10：00〜15：00 ひまわり会館

問い合わせは　徳島県計量検定所（☎088−669−6369）または
　　　　　　　　市商工観光労政課（☎22−3290）へ

取引および証明に使用する「はかり」を
お持ちの方は、計量法に基づく定期検査
を受けてください。
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講
座モ

ラ
ロ
ジ
ー

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

　

道
徳
に
基
づ
く
人
間
形
成
と
健
全

で
民
主
的
な
社
会
づ
く
り
に
参
画
す

る
た
め
の
教
養
講
座
で
、
ど
な
た
で

も
受
講
で
き
ま
す
。

日
時　
10
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰　

午

後
７
時
20
分
〜
９
時
30
分
（
受
付
６

時
50
分
〜
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

内
容　
講
演
会「
心
新
た
に
生
き
る
」

入
場
料　
１
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
モ
ラ
ロ
ジ
ー

澤
（
☎
22

−

５
５
４
９
）
へ

相
談

法
務
局「
く
ら
し
の
相
談
所
」開
催

日
時　
10
月
２
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所　
徳
島
地
方
法
務
局
阿
南
支
局

相
談
内
容　
登
記
、
供
託
、
戸
籍
、

人
権
に
関
す
る
相
談
全
般

相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
地
方
法
務
局

阿
南
支
局
（
☎
22

−
０
４
１
０
）
へ

相
談電

話
に
よ
る
公
証
相
談

日
時　
10
月
１
日
㈯　

午
前
９
時
〜

午
後
４
時

内
容　
遺
言
、
任
意
後
見
契
約
、
離

婚
給
付
等
契
約
な
ど
公
証
に
関
す
る

相
談
全
般

問
い
合
わ
せ
は　

徳
島
公
証
役
場

（
☎
０
８
８

−

６
２
５

−

６
５
７

５
）
・
鳴
門
公
証
役
場
（
☎
０
８
８

−

６
８
５

−

７
９
８
２
）
へ

相
談無

料
法
律
相
談

　

法
の
日
行
事
の
一
環
と
し
て
弁
護

士
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
10
月
５
日
㈬　

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分
（
要
予
約
）

場
所　
徳
島
地
方
裁
判
所

定
員　
60
人
（
受
付
順
）

申
込
方
法　
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
地
方
・
家
庭

裁
判
所
総
務
課
（
☎
０
８
８

−

６
０

３

−

０
１
１
１
）
へ

相
談若

年
無
業
者
の

移
動
相
談
室
の
開
設

　

職
業
訓
練
も
通
学
も
し
て
い
な
い

若
年
無
業
者
の
就
職
面
な
ど
の
悩
み

に
関
す
る
出
張
相
談
室
（
予
約
制
）

を
開
設
し
ま
す
。

日
時　
10
月
20
日
㈭　

午
後
１
時
〜

５
時

場
所　
文
化
会
館
１
階　

工
芸
室

相
談
員　
徳
島
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
ス
タ
ッ
フ

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
若
年
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
０
８
８

−

６
０
２

−

０
５
５
３
）
へ

催
し

羽
ノ
浦
中
学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部

第
20
回
定
期
演
奏
会

　

マ
ン
ド
リ
ン
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
か
ら
、

童
謡
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時　
10
月
９
日
㈰　

午
後
２
時
開

演
（
１
時
30
分
開
場
）

場
所　
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー　

コ
ス

モ
ホ
ー
ル　

※
入
場
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

羽
ノ
浦
中
学
校

（
☎
44

−

２
０
４
５
）
へ

催
し

徳
島
航
空
基
地
公
開
の
お
知
ら
せ

日
時　
10
月
８
日
㈯　

午
前
９
時
〜

午
後
３
時

場
所　
海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空
基
地

催
し
の
内
容　
航
空
機
地
上
展
示
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
飛
行
な
ど

※
駐
車
場
は
、
徳
島
阿
波
お
ど
り
空

港
横
の
特
設
駐
車
場
（
無
料
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
無
料
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
海
上
自
衛
隊
徳
島

教
育
航
空
群
司
令
部
広
報
室
（
☎
０

８
８

−

６
９
９

−

５
１
１
１
）
へ

催
しネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
月
例
会

対
象　
小
学
生
以
上
（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
で
可
）

日
時
・
内
容
（
場
所
）　
▼
10
月
１

日
㈯　

午
後
５
時
30
分
〜　

夜
の
ネ

イ
チ
ャ
ー
と
秋
の
星
空
観
察
（
才
見

町
・
東
部
自
然
公
園
）
※
雨
天
・
曇

り
の
場
合
は
29
日
㈯
に
延
期
▼
11
月

13
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
正
午　

秋
の

山
で
あ
そ
ぼ
う
！
（
羽
ノ
浦
町
・
明

見
山
）
▼
12
月
11
日
㈰ 

午
前
10
時

〜
正
午　

畑
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

（
徳
島
市
丈
六
町　

西
條
さ
ん
宅
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
で
き
る
服

装
、
帽
子
、
水
筒

参
加
料　
無
料
（
た
だ
し
、
保
険
料

と
し
て
１
人
１
０
０
円
が
必
要
。
12

月
の
み
２
０
０
円
。）

問
い
合
わ
せ
は　
阿
波
南
部
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会　

松
田
（
☎
０
８

０

−

５
６
６
５

−

１
５
６
７
）
へ

阿南高専の図書館をご利用ください！
　阿南工業高等専門学校の学校図書館は７万冊以上の蔵
書があり、市内にお住まいの方もご利用いただけます。
開館時間　平　日　  9:00〜20:45
　　　　　土曜日　11:00〜17:00
※春・夏・冬期休業期間中の平日は17:00まで。土曜日は休館。

■図書館の位置　正門を入って正面の建物（２階）
※貸出カード作成時に、運転免許証または健康保険証な

ど、本人確認ができる書類の提示が必要です。
■インターネットで所蔵図書が検索できます
　URL：http://www.anan-nct.ac.jp/library/
■ＤＶＤが視聴できます
　300タイトル以上の映画・ドラマ（ＤＶＤ）を所蔵。
　最新のＤＶＤも随時購入しています。
　※ＤＶＤの持ち込み・貸し出しはできません。
■静かに落ち着いて学習できる自習スペースがあります
問い合わせは　阿南工業高等専門学校総務課
　　　　　　　（☎23−7106）へ

お
願
い

　
「
市
民
の
情
報
ひ
ろ
ば
」
に

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲

載
希
望
月
の
前
々
月
の
月
末
ま

で
に
、
秘
書
広
報
課
ま
で
原
稿

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
例

え
ば
12
月
号
に
掲
載
→
10
月
末

日
ま
で
）
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健康いきいき情報

催
し

創
立
20
周
年
記
念
事
業

映
画「
こ
こ
ろ
ざ
し
」と
講
演

日
時　

10
月
23
日
㈰　

午
前
10
時

〜
・
午
後
１
時
10
分
〜
（
２
回
上
映
）

■
阿
南
市
出
身
脚
本
家　

旺
季
志
ず

か
さ
ん
講
演　

正
午
〜　
「
こ
こ
ろ

ざ
し
の
テ
ー
マ
〜
好
き
を
生
き
る
〜
」

場
所　
文
化
会
館　

夢
ホ
ー
ル

入
場
料　
前
売
り
：
１
０
０
０
円

当
日
：
一
般
・
大
学
生
１
３
０
０
円

小
中
高
生
・
60
歳
以
上
１
０
０
０
円

■
映
画
資
料
展　
「
ポ
ス
タ
ー
・
チ

ラ
シ
で
綴
る
映
画
の
歴
史
」
約
３
０

０
点
を
展
示
（
視
聴
覚
室
・
無
料
）

問
い
合
わ
せ
は　
あ
な
ん
で
映
画
を

み
よ
う
会
事
務
局
（
☎
０
９
０

−

２

７
８
８

−

５
４
６
５
）
へ

催
し木

造
住
宅
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　
10
月
１
日
㈯　

午
後
１
時
〜

４
時
30
分

場
所　
牟
岐
町
海
の
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
（
牟
岐
町
川
長
）

内
容　
▼
講
演
「
町
屋
を
通
し
た
京

の
家
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」
▼
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
木
造
住

宅
で
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
」
▼
県

南
の
大
工
に
よ
る
住
宅
相
談
会
や
徳

島
ス
ギ
の
家
等
の
パ
ネ
ル
展
な
ど

※
入
場
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
林
業
飛
躍

基
金
協
議
会
南
部
地
域
部
会
事
務
局

（
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
）

（
☎
０
８
８
４

−

74

−

７
４
８
１
）
へ

催
し第

30
回
徳
島
矯
正
展

　

受
刑
者
が
一
日
も
早
い
更
生
復
帰

を
め
ざ
し
て
技
術
の
習
得
に
励
み
、

真
心
を
込
め
て
制
作
し
た
作
業
製
品

を
展
示
販
売
し
ま
す
。

日
時　
10
月
22
日
㈯　

午
前
９
時
〜

午
後
３
時
30
分

場
所　
徳
島
刑
務
所
（
駐
車
場
約
３

０
０
台
）

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
刑
務
所
企
画

部
門
（
☎
０
８
８

−

６
４
４

−

０
１

１
４
）
へ

催
し日

本
人
の
安
全
安
心
と

人
権
を
考
え
る
市
民
集
会

日
時　
10
月
23
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時
（
１
時
開
場
）

場
所　
那
賀
川
図
書
館　

研
修
室

テ
ー
マ
・
講
師　
▼
「
誰
に
で
も
で

き
る
在
宅
ロ
ビ
ー
活
動
」：
加
藤　

健
さ
ん
▼
「
私
の
震
災
復
興
と
拉
致

問
題
」：
安
藤
哲
夫
さ
ん

※
入
場
無
料

※
手
話
通
訳
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
シ
ン
ク
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ラ
イ
ツ　

丸
山
（
☎
０
９
０

−

５

１
４
１

−

１
９
９
５
）
へ

教　室　名 日 時　　　間 内　　　容 対象年齢 講　　　師 持参物

阿波踊り体操教室
14日

㈮

受付・健康チェック
　　　  9：30〜
教室　10：00〜11：00

阿波踊り体操（基本編、
メタボリックシンドロ
ーム予防・改善編ほ
か）

どなたでも

あなん阿波踊り体
操愛好会会員（阿
波 踊 り 体 操 指 導
員）

・タオル
・飲み物

高齢期からの
筋力アップ体操教室

20日
㈭

受付・健康チェック
　　　10：00〜
教室　10：30〜11：30

筋力をつけるための体
操を椅子に座って行い
ます

65歳以上
健康運動指導士

井上澄さん
・タオル
・健康手帳

※教室の30分前から健康チェックをしていますので、必ずお
受けください。

※体調の悪い方は、体操への参加をお断りすることがあります。
※教室へは、体操のできる服装でお越しください。
問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ

10月の健康体操教室
（場所：ひまわり会館）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
で
す
。

一
般
の
方
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

−

６
３
１

−

３
２
０
０
）
へ

実施日 採　血　場　所 所在地 採血時間

12日㈬
南部総合県民局阿南庁舎 富 岡 町   9：30〜11：00

有限会社　岡部機械工業 津乃峰町 12：30〜14：10

13日㈭
阿南農業協同組合（アグリあなん） 桑 野 町   9：30〜10：50

道の駅公方の郷なかがわ 那賀川町 12：40〜14：00

20日㈭ フジグラン阿南 領 家 町
10：00〜12：30

14：00〜16：30

【
10
月
の
休
館
日
は
】

☎21-3030

3
・
11
・
17
・
24
・
31
日

船
瀬
温
泉
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎44−
5059

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時７
日
㈮　

身
体
計
測

　
　
　
　
（
母
子
手
帳
を
持
参
）

11
日
㈫　

戸
外
で
遊
ぼ
う

14
日
㈮　

な
ご
み
の
日

　
　
　
　

抹
茶
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

18
日
㈫　

カ
レ
ー
づ
く
り

　
　
　
　
「
ア
レ
ル
ギ
ー
食
の
対
応
」

講
師
：
管
理
栄
養
士　

佐
々
木
さ
お
り
さ
ん

25
日
㈫　

お
誕
生
会

28
日
㈮　

つ
く
っ
て
遊
ぼ
う

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う　
４
日
㈫
・
21

日
㈮

　

手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム　
午
前
11
時
45
分
〜

　

お
弁
当
持
参
で
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎21−
2002

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時4
日
㈫　

つ
く
っ
て
遊
ぼ
う

11
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

18
日
㈫　

ア
フ
リ
カ
の
太
鼓

講
師
：
井
浦
浩
子
さ
ん

25
日
㈫　

お
誕
生
会

達
者
で
お
ろ
な
健
康
教
室

　

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
楽
し
く
て
た
め
に
な
る

こ
と
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
高
齢
者

（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）
の
憩
い
の

場
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と
き

と　
こ　
ろ

４
日
㈫
新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

５
日
㈬
中
野
島
公
民
館
上
中
分
館

11
日
㈫
ひ
ま
わ
り
会
館

12
日
㈬
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

14
日
㈮
桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

羽
ノ
浦
公
民
館

17
日
㈪
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

24
日
㈪
大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

25
日
㈫
椿
公
民
館

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

 

時
間　
新
野
・　

中
野
島
・
那
賀
川
・

桑
野
・
福
井
・
大
野
・
椿
地
区
で
の

開
催
は
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
椿

泊
地
区
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
、

そ
の
他
の
地
区
は
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
で
す
。

内
容　
血
圧
測
定
、
検
尿
や
阿
波
踊

り
体
操
の
ほ
か
、
介
護
の
現
場
で
働

く
職
員
さ
ん
が
、
脳
を
活
性
化
す
る

ゲ
ー
ム
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
（
無

い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

ザ・男
の
料
理
教
室

受
講
者
募
集

　

普
段
料
理
づ
く
り
を
し
て
い
る
男

性
の
皆
さ
ん
、
料
理
を
し
た
こ
と
の

な
い
男
性
の
皆
さ
ん
、
簡
単
に
バ
ラ

ン
ス
も
考
え
た
料
理
を
み
ん
な
で
一

緒
に
楽
し
く
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

対
象　
市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
男

性日
時　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

料
理
経
験
の
な
い
方
…
10
月
21
日
㈮

料
理
経
験
の
あ
る
方
…
10
月
28
日
㈮

定
員　
各
25
人
（
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
）

内
容　
講
義
と
調
理
実
習

参
加
費　
４
０
０
円
（
調
理
実
習
費

と
し
て
当
日
集
金
）　　
　

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

申
込
締
切
日　
10
月
11
日
㈫

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

子育てひろば

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

無
料
で
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
遊
び
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
子
育
て
相
談
も
各
施
設
で

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
合
同
運
動
会

日
時　
11
月
15
日
㈫

場
所　
橘
港
中
浦
緑
地
運
動
場

対
象
者　
市
内
在
住
の
未
就
園
児

申
込
方
法　
各
施
設
の
申
込
用
紙
に

記
入
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
10
月
17
日
㈪
〜
31
日
㈪

参
加
費　
２
０
０
円

※
各
施
設
で
定
員
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、
利
用
施
設
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎42−
0720

日
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時

４
日
㈫　

鳴
ら
し
て
遊
ぼ
う　
　
　

11
日
㈫　

楽
し
い
紙
粘
土
遊
び　

18
日
㈫　

お
話
の
ポ
ケ
ッ
ト

25
日
㈫　

お
誕
生
会

「
親
子
で
で
き
る
米
粉
パ

ン
作
り
」
講
師
：
Ｊ
Ａ
東

と
く
し
ま
柏
田
要
子
さ
ん

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　（
橘
保
育
所
）
☎27−
1441

日
時　
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
2
時
30
分
〜
４
時

４
日
㈫　

楽
し
く
遊
ぼ
う

11
日
㈫　

お
は
な
し
大
好
き

18
日
㈫　

つ
く
っ
て
遊
ぼ
う

25
日
㈫　

お
誕
生
会

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

日
時　
10
月
４
日
㈫
・
21
日
㈮
の
午

後
１
時
30
分
～
２
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票
（
※
料
金
は
無
料
）

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、
６

週
間
以
上
あ
け
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ
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つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

12
日
㈬　

桑
野
公
民
館

14
日
㈮　

新
野
公
民
館

19
日
㈬　

長
生
公
民
館

26
日
㈬　

福
井
公
民
館

28
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
４
日
㈫
・
５
日
㈬
・
7

日
㈮
・
11
日
㈫
・
18
日
㈫
・
21
日
㈮

で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

−

１
５
９
３
）
へ

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時３
日
㈪　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

７
日
㈮　

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
会

11
日
㈫　

発
育
計
測

17
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

19
日
㈬　

ふ
れ
あ
い
動
物
教
室

20
日
㈭　

お
誕
生
会

26
日
㈬　

親
子
い
も
ほ
り
体
験

（
雨
天
時
は
27
日
㈭
）

28
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

−

38

−

１
１
６
３
）
へ

親
子
教
室

「
シ
ル
バ
ー
マ
マ
」

教
室　
親
子
た
い
そ
う

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
お
子

様
（
２
〜
５
歳
児
）
と
保
護
者

日
時　
10
月
13
日
㈭　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
１
階　

健
康

ル
ー
ム

内
容　
マ
ッ
ト
や
跳
び
箱
を
使
っ
て
、

楽
し
く
身
体
を
動
か
し
、
お
子
様
の

発
育
な
ど
を
養
う

定
員　
15
組
（
申
込
順
）

申
込
方
法　
10
月
５
日
㈬
〜
12
日
㈬

の
間
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
タ
オ
ル
、
お
茶
等
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
教
材
費
必
要
、
託
児
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
☎
23

−

２

６
３
０
）
へ

子
育
て
ワ
イ
ワ
イ
ト
ー
ク

　

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
交
流
の

場
で
す
。
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
の
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

対
象　
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
（
計

測
は
１
歳
半
ま
で
）

内
容　
身
体
計
測
（
受
付
開
始
か
ら

30
分
間
実
施
）・「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
装
着
チ
ェ
ッ
ク
」（
受
付
開
始

30
分
後
か
ら
）・
育
児
相
談

日

受
付
時
間

場　
　
　
所

３日㈪
10：00
〜
11：00
羽
ノ
浦
公
民
館

13：30
〜
14：30
橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

４日㈫
10：00
〜
11：00
ひ
ま
わ
り
会
館

13：30
〜
14：30
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

　自分の気持ちをわかってもらえるというのは、

子どもにとって大切なことです。

　悲しいときには一緒に悲しんでくれる、うれ

しいときには一緒に喜んでくれる、そういうと

きに、子どもは自分の気持ちを分かってもらえ

たと思います。そして、愛されていると感じま

す。

　「共感」は自己肯定感が育まれるために、有

効な関わり方のひとつです。

　がんばってうまくいったときは、「やった

ね！」「すごいじゃない！」と、親が一緒に喜

んでくれることで、「よーし、もっとがんばろう」

という、意欲もわいてくると思います。

しっかり、子どもの気持ちに共感しましょう。

学校教育課　

− 子どもの気持ちに共感しよう −

子育て一言メモ
日　時　10月23日㈰　9:30〜14:00　※小雨決行

場　所　阿南工業高等専門学校
テーマ　「みんな集まれ！

　　たのしい経験　レッツ　チャレンジ！」
内　容　・こどもの発表　　　　　・こどものあそび

・こどもの実験・観察　　・こどものものづくり
・こどもの大型体験

　午前９時30分から野外ステージで開会宣言、市内幼小
中の児童・生徒の特技発表。屋外ではミニＳＬやユンボな
ど乗り物がいっぱい。一日警察官になってパトカーや白バ
イに乗ろう。体育館内では万華鏡や空気砲作り、大型絵本、
紙芝居で遊ぼう。
※公共交通機関をご利用ください。入場無料。

問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ

みんな集まれ！経験・体験　さぁチャレンジ！

第９回 阿南市こどもフェスティバル
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10月の休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

2 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

9 是松医院 津乃峰町 ☎27−0316

10 高橋内科クリニック 羽ノ浦町 ☎44−6222

16 益崎胃腸科内科医院 那賀川町 ☎42−0022

23 むらかみ内科循環器クリニック 羽ノ浦町 ☎44−1010

30 松﨑内科医院 中大野町 ☎23−5778

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　午後5時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れています。

（事前の電話連絡は不要です。）

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診

できます。

　先日、日本広報協会から取材を受けました。
ちょうど１年前から始めた「広報編集長の小窓」
の取り組みを、同協会の広報紙で取り上げてく
れるとか。取材も立場が変われば照れくさいも

のです。そう思うと、日ごろ広報取材で快く応じてくれる市
民の皆様には、感謝の気持ちでいっぱいです。これからも多
くの方の声を届けていきたいので、ご協力ください。（山田）

編集室の

窓

10月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

〜 市税の納付は口座振替が安全で便利です 〜

■市県民税（第３期）

■国民健康保険税（第５期）

納期限は、10月31日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。

市税日曜相談窓口（市役所1階納税課・税務課）
10月30日㈰　8:30〜17:00

10月の相談日
日 　開催日　　 時 　時間

所 　場所　　　 問 　問い合わせ先

法律相談（要予約）	 ６日㈭・20日㈭

時 　13:30〜16:30　	
所 　市役所１階　市民相談室

問 　市民生活課　☎22−1116
※11月の予約は10月３日から受付。

行政相談　　　　　	 11日㈫・25日㈫

時 　9:30〜11:30

所 　市役所１階　市民相談室

問 　市民生活課　☎22−1116

登記相談　　　　　	 28日㈮

時 　14:00〜16:00　　 所 　ひまわり会館

問 　市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 　　　　平日開館

時 　9:30〜16:30　　  所 　消費生活センター

問 　消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 　　　　　12日㈬

時 　13:30〜16:00

所 　椿公民館・市役所301会議室

問 　人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談　　　　　　	 　20日㈭

時 　13:30〜16:00　　 所 　ひまわり会館３階

問 　人権・男女参画課　☎22−3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）

日 　４･11・18・25日　	 時 　13:00〜17:00

日 　14・28日　	 時 　13:00〜16:00

所 　市民会館２階　相談室

問 　男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約）　　　　　　	 今月はありません

時 　9:00〜15:30　　　 所 　市商工業振興センター

問 　徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※11月の相談日は２日㈬です。相談は１カ月前から電話に

よる完全予約制となっています。

健康相談　　　　　　	 　　７日㈮

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22−1590

栄養相談（要予約）	 　　20日㈭

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22−1590

子育て家庭教育相談　　　　　　	 ９日㈰

時 　9:00〜12:00　　 所 　富岡公民館

問 　教育委員会生涯学習課　☎22−3391

心配ごと相談	 ３日㈪・17日㈪・24日㈪・31日㈪

時 　10:00〜15:00

所 　市民会館内社会福祉協議会

問 　社会福祉協議会　☎23−7288

スポーツ施設10月の休館日
サンアリーナ ３・11・17・24・31日

那賀川スポーツセンター ５・12・19・26日

羽ノ浦総合国民体育館 ３・11・17・24・31日

羽ノ浦健康スポーツランド ３・11・17・24・31日

人口と世帯数

人口 77,462人（−17）

（男）37,346人（−11）

（女）40,116人（−  6）

世帯数 29,434世帯（＋29）

※平成23年８月末日現在
　 (　 )内は前月対比
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ぶらりまち紀行

　

地
元
の
食
材
と
青
年
部
員
の
思
い
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ

た
自
慢
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
、「
那
賀
川
ブ
ラ
ン
ド
を
つ

く
り
た
い
」
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
願
い
か
ら
誕
生
し
た
。

夏
ま
つ
り
で
は
、
用
意
し
た
４
０
０
食
が
あ
っ
と
い
う
間

に
な
く
な
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
。
寄
せ
ら
れ
た
約
１
０
０

通
の
公
募
の
中
か
ら
「
な
か
が
わ
ギ
ュ
〜
♡
カ
レ
ー
」
と

名
付
け
ら
れ
、
９
月
１
日
か
ら
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
キ
ラ
キ
ラ
星
」（
道
の
駅
）
で
発
売
開
始
。
ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
た
大
き
な
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
と
な
っ
た
今
年
の
那
賀
川
夏

ま
つ
り
は
、
時
間
を
昼
間
に
シ
フ
ト
し
て
趣
向
も
変
え
て

み
た
。
予
想
を
上
回
る
反
響
に
、
青
年
部
長
の
岡
本
充
律

さ
ん
は
、「
先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
夏
ま
つ
り
を
次
代
へ

つ
な
げ
る
こ
と
が
私
の
役
目
。
そ
の
思
い
に
つ
い
て
き
て

く
れ
る
仲
間
が
い
る
。
み
ん
な
こ
の
ま
ち
が
好
き
な
ん
で

す
よ
。」
と
、
熱
い
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

地
域
の
期
待
を
一
心
に
背
負
っ
た
ブ
ル
ー
の
法
被
が
、

子
ど
も
た
ち
の
心
に
ひ
と
夏
の
記
憶
を
刻
み
込
ん
で
い
く
。

人
を
つ
な
ぎ
、
地
域
を
つ
な
ぎ
、
未
来
を
つ
な
ぐ
若
者
た

ち
の
笑
顔
が
と
て
も
ま
ぶ
し
か
っ
た
。

〜地域の輝き〜
第28回那賀川夏まつり（那賀川地区）

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見阿南 第63回

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
キ
ラ
キ
ラ
星
」（
月
曜
日
定
休
）

　

営
業
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

　

カ
レ
ー
販
売　

11
時
〜
15
時

※
キ
ラ
キ
ラ
星
は
、
心
身
に
障
が
い
の

あ
る
方
が
、
社
会
参
加
を
し
て
い
く

た
め
に
日
々
努
力
し
活
動
し
て
い
る

作
業
所
で
す
。

「なかがわギュ〜♡カレー」
600円

た
ま
ち
で
気
の
合
う
仲
間
と
思
う
存
分
楽
し
み
た
い

か
り
の
笑
顔
で
そ
う
語
る
の
は

工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん

け
継
い
だ
パ
ワ
ー
を

爆
発
さ
せ
る

生
ま
れ
育
っ

あ
ふ
れ
ん
ば

那
賀
川
町
商

父
母
か
ら
受

夏
ま
つ
り
で


